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正

孝

貨
幣
價
値
問
題
は
靜
態
價
値
問
題
ミ
動
態
價
値
問
題

W

R

分
た
れ
る
。
前
者
は
貨
幣
價
値
の
本
質
^
關
す
る
問
題 

即
ち
貨
幣
は
そ
れ
自
身
價
値
を
有
す
る
も
の
な
る
や
否
や
、
若
し
有
す
る
も
の̂

せ
ば
を
の
價
値
は
貨
幣
の
素
材̂

 

歸
せ
ら
る
、
や
將
又
職
能
に
歸
せ
ら
る 

>

や
め
問
題
な

.

る
に
對
し
て
、
後
者
は
貨
髒
«
値
め
高
度
を
決
定
す
べ
き
基 

礎̂

關
ず
る
問
題
即
ち
貨
幣
價
値

.

は
如
何
な
る
要
素
化
依

4

如
何
な
る
法
則
に
從

0

て
決
定

3

る
、
や
の
問
題
に
し 

て
、
之
を
ア

V

ト
マ
ン
の
耆
5 :

雜
ぅ
て
云
へ
ば「
貨
幣
ど
價
格
< £

の
關
係
の
問
題」

で
あ
る
.。
換
言
す
れ
ば
貨
幣
の
交 

換
價
値
；^

關
ず
る
問
題
で
あ
る
。

.

メ
•

<

、ガ
ー

.

以
後
貨
幣
o '

交
換
價
値
は
所
謂「

內
面
的
交
換
價
値」

v
j
「

外
而
的
交
換 

價値に區別せらる

 

>

を
常

^

す
る
。
貨
幣
の
內
而
的
交
換
價
値
の
間
題
は「

價
格
構
成
^
就
て
貨
幣
の
侧
に
存 

•

す
る
決
定
甚
本

.

の
货
幣
交
漱
: «

孩
に
及
ぼ
す
影
響
の

«

質
及
程
度
に

.

關
す
る
問
題」

で
あ
る
。
之
に
對
し
て
貨
幣
の 

外
而
狗
交
換
價
値
は「

商
品̂

取
て
表
は
さ
れ
.た
る
貨
幣
の
交
換
價
値」

で
あ
る
。
斯
る
問
題
^
對
し
て
貨
龄
價
疽
の 

本
質̂

關
す
る
甚
本
的
解

.

釋
が
重

*

性
を
有
し

.

て
來

'

る
。
菩
人
は
先
づ
此

»

ょ
$

近
世
學
者
の
說

.I :

窺
ふ
事

.

V
J
.

す
る
。

貨

幣

を

價

値

.^
就
.て
商
品
^
解
す
.る
所
謂
貨
«
商
品
#
說(_aren.t

かe
o
n
v

cu
穸
 

貨
幣
を
表
券
^
至

, 

4 

. 

.

.

.

.

.

.

指
，圖
$
解
オ
岑
所
謂
表
券
學
說
或
は
指
國
學
說(

|

|

&

|

?备

_

|

|

|
。
|

5
の
相
對
：泣
せ
る
貨
幣 

'本
.S

Kよ
：0
貨
幣
動
態
價
値
問
題
に
對
し
七
如
何
な
:6
結
論
が
必
然
的
に
.
.生
ず
.る
か
''
:
;°後

 ̂

k
足
べ
：ば
V
I國
内
R
於
け
名
貨
幣
價
値
.の
變
勸
は
.理
論
.ど
貨
幣
®
の
影
.
.:.
'
ょ
{
生
ず
る
も
^
で
ば
^
い
、
そ
の
減
因 

は
常
^

«
ら
財
«
.の
侧
に
存
す
べ
さ
も
の
ど
3
れ
.る
。
蓋
し
名
目
主
義
^
奉
ず
る
，學
涙
は
、

ク
.ナ
.て
フ
の
如
く
貨
幣 

の
觀
念
fc「

章
券
的
交
換
手
段」

(
c
h
a
r
t
^
H
a
u
s
c
h
m
i
_
〕
R

«
^

^
^

.̂
セ
ゾ
の
如
く
貨
幣
を
ぬ 

貨
こ
.對
す
名
.指
圖
：ミ
:»
す
ズ
ビ

i

畢
竟
貨
幣
價
値
爷
偾
務
辨
濟
手
段
^
し
七
名
自
儐
値
に
甚
け
名
通
用
カi
ど
解 

す
る
か
ら
で
あ
-5
:0
.
 

:
最
も
純
然
た
る
表
券
學
說
.ザ
し
て
の
^
ナ
ゾ
ズ
：の「

货
幣
國
家
學
說」

(

&

|

&
 

T
h
e
o
r
i
e

 

d
e
s

 

G
e
l
d
e
s
)

は
貨
幣 

0
動
態
價
値
問
題
に
對
じ
て
は
何
等
說
く
處
が
な
K

同
學
說
は
貨
幣
の
經
濟
學
的
觀
察
方
法
を
缺
3
、
取
ら
法
學 

的
見
.也
'ょ
6
貨
幣
は
^

れ
自
身
何
等
價
値
を
有
せ
ず
、
_
國
象
の
制
衆
せ
夺
：：.

「

名
0
的
債
値
單
位
に
於
て
表
は
さ
る 

>

*
用
カ」

を
有
す
：る
に
過
#
ず
、
國
家
：は
貨
幣
通
用
力
，の
®
励
性
の
如
き
は
：全
然
關
知
せ
ず
ミ
.
す

る

貨

幣.^
就

て
 

0
[̂
表
：的
經
濟
問
題
即
ち
貨
幣
せ
(1
格
ミ
の
關
係
"
.：貨
幣
價
値
變
動
の
ー
：問
題
は
、ニ
ク
ナ
‘ッ
メ g

之
^
貨
幣
國
家
學
.說 

§

 
f

€
 

:じ
セ
务
扔
：硏
究
女
經
濟
學
者
R
讓
'
;t
:
:貨
黹
量
e
價
格
ビ

の
M

R
姐「

滕
題
；が
.生

;1
;
得

石

：事

、

ぃ
、戰

時

其
 

1
.の
：事
變
化
條
し
.て
の
_

幣
：濫
.發
_

格
代
.及
ぼ
す
影
.饗
ボ
.文
物
.遞

*

難
の
各
#
丽
K
鋳
^

，ク
ナ
.；ッ
ブ
本
之
を
樂
め
る
。
然
し
斯
ネ
問
題
め
研
究
並
#

に

任

務

<

#
て
自
a
'の
國 

家
學
說
中
に
は
.
.之

轰

扱

0
セ
'房
突 S
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圖
學
鋒
の
}著
名
#
る
：代

表

奢

：ベ

 

ィ
彳
セ
名
の
餐
鞭
學
說
ぼ
次
^

•
1

+
^

;

卷

2
:

1
;

一.
.七)

1

幣
»

態横値.
論糖

' 1
|

•
七

換

亡

i
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貨
幣
動
壊
價
値
論
槪
觀； 

第七披；

一三

0

貨
幣
^

對
し
そ
價
値
論
を
適
用
せ
：ず
、
從.

0
.

て
：
一

般

價

値

論

允

：基

：
け
：

'る
貨
幣
價
値
論
を
說
く.べ
く
'珞
な
い
0

然
し
一
べ

ダ
デV
ク
：セ.ジ
は
'貨
幣
；の
：.購
買
力
域
之
を
認
め
る
。：
然
ら
ぼ
瓞
は
貨
幣
量
ど
購
買
力
ど
の
關
係
を
如
何
に
說
明
す
る

が
;0
彼
は
大
戰
中
M

せ
る
著
.

「

通
貨
膨
胰
.問
題J:,," D

a
s

 

l
n
i
l
a
t
i
o
s
p
r
o
b
l
e
m
"
r
k

於
て
，
，物
儐
騰
貴
を
貨
幣
の.

侧
：It
歸
焚
し
#

ず
し
て
.寧
^

商
^

の
侧
ょ
4

說
明
.せ
る
;^
對

し

て

：
、
，
他

方

紀

於

て

：
誤

れ

名

^

の
：通

貨

膨

脹

は

：必

：

.ず
物
價
騰
貴
を
齎
^
さ
：¥
る
可
か
ら
：ず
其
强
調
す
.る
？
.即』

ち
：誤
れ
.る

-«
幣

造

出

は

財

貨

に

對

す

る

猶

要
R

影

響

を

及

：ぼ

：さ

>

る
：を.得

な

仏

、
，
.蓋

し

之̂

依
.つ
：
て

新;1
.
:い
：
購§

ー
が
創
造3
れ
、
こ
.れ
が
旣
存
の
購
買
力

ど
競
合
し
七
來
る'か
ら
で
あ
る
。
之
は
恰
も
一
定
人
數
の.爲
：め
に
用
意̂

れ
た
食
卓
^

何
人
か
4
^

で
、
•各
人
^

對
す
.る
割
前
は
そ
れ
だ
け
少
く
な
る
、
3
ど
論
ず
る
：。「

斯
る
.論
法
は
最
も
單
純
な
る
形
式
の
.數
量
說
の

說
べ
處
,I.:

致
す
る
o
此
處
k
.於
て
彼
が
歡
暈
說
を
拒
否
ザ
る
黯
ゼ
矛
盾
す
る
樣
^
思
は
れ
る
：0
ベ
ゾ
デ
ィ
ク
セ
ン

は
貨
黹
價
値
變
勳R
就
.て
之
以
上
深
味
あ
る
說
明
を
加
、へ
.て
居
ない'。

(

1)
.Bendixen,

tj
a
s
. 

InRationsproblem, 

S. 
3
0
.

、

 

.

'
チA

ス
タ
ー
は
貨
幣
價
値
を
貨
幣
^
財
貨v

の

數

，量

關

係

ょ
-
0
,
數
字
.的
^
決
定
せ
ん
:̂
す
る
比
例
學
說
の
み
を 

「

數
暈
說J

V

認
め
、
か
：、
る
說
は
價
格
構
成
の
動
態
的
經
過
を
靜
態
的
觀
察
^
從
は
し
む
る
も

の
で
ぁ
る
S

理
由 

の
下
^
之
^
夜
對
し
て
居
る
。
然
し
貨
幣
量
の
物
價
に
及
.ぼ
す
影
響
は
之
を
明
か
^
認
め
る
°'「

貨
幣
暈
は
そ
れ
が
需
，
 

要
者
の
購
買
力
:?
:
表
は
す
も
の
な
る
が
故
^
、
又
然
る
限
々
、
物
價
k
影
響
を
與
へ
る
'0
物
價
を
決
定
す
る
も
の
.は
.. 

靜
態
的
數
量
關
係
.で
は
.
.な
.く
、市
場
^
於
け
る
動
態
的
現
象
で
あ
る」

。0)
:

「
貨
幣
量
は
貨
幣
り
侧
ょ
ヶ
_物
價
の
高
度
.を 

決
定
す
る
；原
因
で
あ
る
、

而
も
唯
一 

'の
原
因
ビ
.云
は
ね
ば
な
らg

J
o
e

然
し
エ
，
ス
タ
ー
は
此
關
係
代
就
て
何
等
詳

細
な
■，る
說
明
を
試
み
て
居
な
い
、
唯
貨
幣
增
加
が
物
價
に
影
響
を
與
へ
る
所
以
は
、
を
れ
は
收
入
の
增
加
で
は
な
く 

寧
ろ
貨
幣
財
產
>
,ft
用
貨
幣
若
し
く
は
資
本
ど
し
て
、
現
は
る
、
數
的
購
買
力
の
增
加
な
る
事
を
確
證
す
る

?:
以
て

足
れ
*
^

す̂

る
;^
.

...
 

(

I
V
. ,:Elster, Seele d

e
w 

Geldes, 

S. 

1
6
6. 

f2)

.wlster,

パ
 

a
.
:
a
. 

o
. 

s. 

1
6
9,

A

3

V
 

M

l

-
 

p
 

p
* 

o
- 

V
. 

-  

•

' 

■.以
上
略
述
せ
各
如
く
表
券
學
說
は
貨
幣
に
對
し
て
一
般
價
値
論
の
適
用
を
拒
否
し
、
唯
貨
幣
量

s

物
價
S

の
關
係 

を
說
明
す
る
^

過
ぎ
ず
、

)

從
つ
て
數
量
談
‘の
論
據
を
採
る
も.の
€

云
は
ね
ば
な
ら
ぬf

然
し
貨
幣
^
價
値
論
レ
適
片 

を
拒
否
す
る
事
は
貨
幣
價
値R
對
し
.て
滿
足
な
る
.說
明
を
與
ふ
..る
所
以
な
る
や
否t

此
點
に
關
し
，て.は

ミ

ィ

ゼ

.
ス 

の
言
^

耳
を
藉
し
て
見
や..ぅ
へ「

賢
幣
の
«

要
供
給
關
係
か
ら
#

幣
儐
値
の
上
に
作
用
の
起
る
事
を
認
む
る
事
が
數
量 

說
8

K '
.

S
す
。

• 

•：
物
價
變
動
.の
說
が
對
す
る
假
定
S

へ
ん
が
爲
家
は
斯
る
論
證
は
充
分|

る
.が
、
 

を
れ
以
.上
#

等

塞

な

る

貨

霊

論
$

ん
で
居
5

。
彼
の
論
證
ば
#'
.幣

慎

篇

動

の

習

を

說

明

す

る 

該
問
&
.を
完
全
に
解
決
ず
る
事
は
出
來
な

S
-

■
彼
の
論
證
ば
も
れ
自
身
化
就
て
觀
る
時
は
貨
幣
價
値
の
說
明
を
築
力 

ず
、
“

れ
は
先
づ1

般
價
値
論
に
®

かS

ば
f

 

g

?霧

供

給

の

理

論

、
生
産
費
理
論
及
主
観
的
價
篇
は
相
步 

に
數
量
說
に
對
す
る
某
礎
幺
與
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
⑴
じ

' 

S1 

ノ」 v, M
i
s
e
f

 Theorie 

des Geldes und 

uBIaufsmittel, S. 

99. 

■

*

啬
酶
の
意
義
，、
內
容
は
論
者
に
'依
つ
て
#
陂
に
分
炫
れ
て
居
る
が
、
' 要
す
る
^
同
說
は
ミ
ィ
ゼ
ス
.の
云
ふ
如
く 

第
1¥.

四

螫

C i
1

•1

九
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)

貨
齡
敷
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摄
親
鹳‘
 

笵
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1
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十
四
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c
r
r
l
!
〇
)

'
.霧
亂
齔
M;
値

氣

槪

齓

C
切

绒

|
ー一三 

T
般
偾
値
論
•
»'
る

、
事
贫
<-
唯
|
|
%供
給
が
數
量
8|
:
係
ょ
ゲ
貨
修
.價
値
2:
:
決
楚
せ
ん
ビ
1
るも

..

の
H

寄
人
. 

は
之
ょ
.
0先
づ
»

«
說
、
：‘次
、̂
各
價
値
.
_に
站
げ
る
貨
幣
惙
値
論
を
务
代
表
學
者
^
就
て
述
べ
て
行
か
ぅ
ヾ」

思
ふ
。

. 

.

V

,
 

, 

, 

^

:■i

槪
^
數

量

說

ど

去

つ

て

も

そ

の

說

ぐ

處

は
！！

者
^
依
づ
#

一
 

樣
で
なs

 

o 

%論
者
は
'單
.比
貨
幣
最
か
墙
加
ル
物 

.

«
の
| #
*

> 

'
貨
幣
債
値
.の
卞
落
を
报
く
ざ
云
J>
'
樣
代
說
<"
.、
之
所
謂
.單
馨
量
説
へnalve—

L
i
a
n
t
i
s
t
h
e
o
r
i
e

で
あ 

る
。〗

又
他
の
論
者
は
焚
^
步
を
進
：§
で
貨
幣
量
ビ
物
價
ビ
0
間
^
ば
比
侧
^:
關
偏
あ
办
.
^
_張
ず
る
。.ー
而
し
て
4

日 

多
數
の
學
者
は
後
者
即
ぢ
，■
例

學

說Proportionalitatstheorie.

の
.み
^
數
鸷
說
ど
認
3
8て
居
る
。
菩
人
も
此
見
解 

に
# :
ひ
.ス
此
廢
^
於
て
は
»:
ら
此
例
學
_
に
就
：て
敗
逾
ゼ
_
み
や
^

此
修
學
說
の
最
も
I著
名
な
る
近
世
代
表
者
は
米
國i

I

V
大
學
敎
緩
ァ
ー
グ
ィ
ン
グ
’

フ「

イ
ッ
シ
ャ
ー
で
あ
る
o

彼
は 

主
觀
價
値
說
特
_
塊
國
派
の
限
界
效
用
說
の
遵
奉
者
.で
あ
る
,
、
貨
幣
價
値
問
題
ば
對
^
て
ば
が
を
適
甩
せ
ず
、
需 

要
供
給
の
法
則
ょ
办
ぞ
の
解
決
を
得
ん
ミ
す
る
一
人
^
あ
る
。
-■

フ
イ
/̂
シ
ャ
ー
に
從
へ
ば
物
價
の
高
度
は
主
ど
し
て
次
の
茧
箇
の
要
素
^
依
つ
て
左
右
^
れ

る

⑴

、

，

一
？
流
通
貨
幣
量 

1
K
,

同

流

通

速

度

.

.

.

三
、
銀
行
預
金
額

/

四
、

」

同
流
遒
速
度」

こ
：ぺ
：

ソ 

.

V

-

'
•

.

:

五
、
'商
業
：
*

，々ニ
■

,:

'
'
. 

. 

.
V

::
.

-

 
.)

::
:
.

(

1

.ノ
 

ITisher, 

Tff
e purchasiow power of Money, 

P
.
.
H
4
J 

3
3
-

.

フ
イ
ッ
シ 

>
1

は
'是
.等
か
要
素
を
以
て
所
謂
交
換
方
程
式equation 

of 

e
x
c
h
a
n
g
e

を
組
立
て
、
獨
特
の
說
明
を 

:

與
へ
て
居
る
。
交
換
方
程
式
な
る
も
の
は「

一
定
期
間
、
一
定
地
域
^

於
て
行
は
る
、
總
取
引
を
數
理
的
形
式
に
表
示 

せ
る
記
述」

.(
";
で
お
る
。
フ
イ
ッ
シ
ヤ
ー
は
之
を
次
の
如
&
式
に
表
は
す
。

M
V

 +

 M
'
v
n
'
P
Q
U
P
T
S

 

•

(

2y
.

 Fisher, 

ibid., 

p. 

1
5-

1
6-

(

3

〕

. Fisher,

. ibid., 
P
.
.
.
.
.
4
0O

.

. 

. 

''■
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. 

- 

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

く-
.
:
.
.
.
.
-
.
.
.
.
.
.
.
,
' 

.

右
の
式
^
て
^
は
流
流
貨
幣
额(

日
§
£
7
 

in 

circulation)
、

即
ち
一
年
間
一
定
地
域
^
流
通
す
る
貨
幣
額
の
單
純 

算
術
平
均
、
V
は
そ
の
流
通
速
度(velocity 

of drculatiolly

即
ち
一
年
間
^
於
て
貨
幣
が
财
貨
ど
交
換
3
る

、
平 

均
度
數
、：_

は
小
切
手
杯
依
つ
.て
振
替
へ
ら
る
、
预
金
總
额
、
V7
は
そ
の
平
均
流
通
速
度
、
P
は
總
て
の
財
貨
の
平 

均
價
格(price)

、

，
.

^
は
貨
幣
^
农
つ
て
購
買
^
る

、
財
貨
の
總
*

0

_

&

7

)

、
從

つ

てk
p
Q

は
ー
年
間
^
於
け 

る
財
貨
の
觀
漬
额
ハ
ギ
は
物
價
水
準
^

く
么of p

r
i
c
e
s
y
T

は
商
業
量(

v
o
l
u
m
e

 

o
f .

T
r
a
d
e
.
)

を
意
味
す
る
。

.

交
換
方
程
式
め
示
'す

如

:<
右
邊
の
何
れ
^
變
動
が
起
る
も
直
ち
^
左
邊
^
比
例
的
變
動
を
性
ぜ
し
め
る
。
例
へ 

げ
貨
幣
承
及
预
金
額
に
變
化
無
く
を
の
流
通
速
度
が
ニ
倍
ど
な
れ
ば
、
商
業
量
の
一
定
な
る
假
定
の
下
k
於
て
は
物 

價
は
ニ
倍
に
騰
潰
オ
る
。

フ
イ
ッ
.；^

ヤ
ー
は
物
價̂

影
響
を
及
ぼ
す
五
箇
の
莊
本
的
要
素
の
外̂

«

々
の
間
接
的
要
素
5 :

擧
げ
て
居
る
。
第 

一
ぱ
商
粱
樣̂

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
ど
し
て
は
⑷
、
：

■

喔

：(
1

1
5
〕

J

_

_

謙

-

菊
：.
a

:

 

’ 

i

‘



笫

二

十

四

狯
2

ニ
ー
5

贺
帶
_

灌
儐
：■'€

論
槪
觀 

，

七̂

一
 1

1
、
—

產

者

に

對

す

る

も

の
,:
V

'

/ 

;
‘(

一
)

' 
自
然
的
富
源
.の
地
珊
的
相
異
'
' 

,

.

(

ニ
.

〕
.
分
業 

へ
.(

三〕

.-生
産
技
術
の
知
識

■(

四
.

)

：
資

本

の

蓄

積
: '

こ

■

:

•

.

.

.

'

1
.
,
ー、
消
費
者
.
對̂

す

る

..も

の

 

' 

•

v
c

n
.

欲
.望

：の

程

度

^

種

類

 
‘

/

 

:
,
:
v
v
; 

,

■

:.,「

：

:パ
-

三
、
生
歲
者
ど
消
«
者
の
双
方
^
對
す
る
も
の
.

，
：

.

:.

c
一〕

.
遝
輸
の
便
宜 

• 
.

.ン

(

ニ)

商
業
：の

自

由

' 

.

:

(

三)

貨
幣
及
鈒
行
制
度
の
性
質
.

' 

•

，

(

四〕

商

業

信

用

■

、

へ
4
.

) 

Irî
.er, 

ibid., 

F. 

74.75.

第
ニ
に
貨
幣
及
预
金
の
流
通
速
度
此
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
ど
し
て
は
的

一，、
個
人
の
慣
習
；
 

，
. 

(
一
〕

節
約
及
貯
薺 

(

ニ〕

：
帳
簿
信
用

m

G

S
小
切
手
：の
使
用 

' 

,

二、支拂の制度/

し

• 

(
D

收

納

及

支

拂

の

度

數
.

:

;

; •
.

.

(

5
 

.
收
納
及
支
拂
の
IE
確

性

：

. 

：

.

;

-
(

三〕

收
納
ど
支
柳
の
.期
間
？
金
額
ど
の
.一
致
：.

：

.

■

v

:

:

:
:;
;;

三
、T

般

的

原

因

-

.

'

、

. 

.

.

C
1

)

人
口
の
密
度
.： 

■ 

:

0

5

:

 

S

0

I

:

 

^

(IO) 

.

.
J
P

K-
ぼ
^ibid*,.p'79..

第
三
^
貨
幣
量
^
影
響
を
與
ふ
る
珞
の
^
し
て
肽
⑷ 

•

I
、

貨
幣
の
輸
出
入 

V

.

,

. 
■レ

.
:..」

.

- 

.ニ
、
.貨
幣
の
鎔
解
若
し
く
は
鑄
造

一1

-貨
幣
金
屬
の
生
產
及
消
費
，

V

:

四
、
貨
幣
及
鈒
行
制
度
：.
：

' 

'
:
;

-.
-
:
:
'
7
ー，

rN
'
G
.
V
'.
'
.
F
i
s
h
.
e
r
J
.
i
b
i
d
.
, 

p
.

vo
o
*:

以
上
の
如
べ
物
價
：に
影
響
を
及
ぼ
す
條
件
は
多
.々
ぁ
.る
：が
、/
是
等
ば
艏
局
貨
幣
暈
"

«
金
額
：、'
冬
の
流
通
速
度
及 

商
業
.量
を
通
じ
て
'の
.
.み
作
用
す
る
間
接
的
條
件
ヒ
爲
し
て
居
爲
：：：
：
バ
：マ
^̂
^

.

.第
！： 1

十
：四

卷

(
1

1
:
5

1
1
)

：
.貨
幣
動
態
價
値
論
槪
觀
 

第
.

七

威

e

l



第
！

i

十
©
镩

-

^

-

s

y
 :

貨
幣
動
■
價
傭
_

興 

，
へI

騁

-

i

, 

v;
;
m
k
.
フ
ィ
ッ
シ
ャー

座

§

方
^
1
中̂
®

#
要
素
間
の
.相
互
_
係
k
就
て
次
の
如
く
說
明
す
る
。

1
'̂
>
貨

幣

羞

|翁
立
變
沒
|

^
ば
§
^
を
此
例
的
|

1

'1
;
: 

ひ
る
傾
向
を
有
す
る
，
.:
-0
:-;
'

.
6
.

一.
r

,-~
*
國
沒
於
け
名
*|

£

量
の
增
加
は
物
價
水
準
即
ち
貨
幣
及
地
金
の
相
對
的
價
値
が
貨
幣
金
属
の
輸
出
若
し
く 

は
鎔
解
$

刺
改
ぢ
し
む
る
程
度
.の
差
を
生
ず
る
や
否
や
同一

貨
幣
金
屬
を
使
用
せ
る
他
の
諸
阈
及
エ
藝
界
に
蔓
延 

し
、:
世
界
物
價
f
c
:幾
分
騰
貴
せ
む
：む
ざ
傾
向
を
有
す
る
。

三
、
貨
幣
：に
此
し
.て
：预
金
额
の
增
加
は
同
樣
^
鑄
貨
を
驩
逐
鎔
解
し
、
世
界
物
價
を
幾
分
騰
貴
せ
し
む
る
傾
向
を 

有
す
：る
，

四
、
流
通
速
度
の
增
加
は
.同
様
の
結
果
を
生
ぜ
し
む
る
傾
向
を
有
す
る
。

五
、
商
業
量
の
.增
加
は
.物
價
を
下
落
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
流
通
速
度
並
び
^
预
金
额
を
貨
幣
^
對
し
て
相
對 

的
^
增
加
せ
し
め
、；.是
等
5:
通
じ
て
物
價
の
下
落
を一

部
或
は
全
部
中
和
す
る
傾
向
を
有
す
る
。

六
、
.物

價

水

：準

ば

結
®

^
し
て
、
他
の
翦
素
^
於
け
る
變
化
の
原
因
で
は
な
い
。
 

，

七
、
交
換
.方
程
式
：の
外
部
化
ぁ
る
.數
多
の
原
因
は
貨
幣
量
、
预
金
是
等
の
流
通
速
度
及
商
業
量
^
影
響
を
及
ぼ
し
、
 

是
等
の
要
.素
を
通
じ
て
.物
價
^
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
上
記
外
部
の
原
因
中
^
は
隣
國
の
物
價
水
準
も
ぁ
る
。

八
、
眾
個
價
格
の
：因
粜
關
係
は
各
價
格
間
^
比
較
さ
れ
た
る
.價
格
ど
說
明
し
得
る
^
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
貨
幣

 ̂

比
較
^
れ
拉
：一:.

般
物
，價
水
準
を
說
明
す
る
事
は
出
來
な
い
。

九
、
前
述
め
事
項
の
若
干
.は
過
渡
期
^
於
て
は
多
少
修
正
3
れ
る
。
例
へ
げ
貨
幣
量
の
增
加
は
上
記
の
結
果
を
生

ず
る
以
外
に
、

一'時
貨
幣
量v

预
金
额w

の

割

合

を.®
化

せ

しめ
、
又
是
等
の
流
通
速
度
及
商
業
量
を
變
動
せ
し
め

る 

o
s '.

,

' 

管

er, 

ibid., p. 

I
S
V
1

00
2

.

'
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. 

:
-

V

.

. ;
v
'

 

。
へ：:'
:,
ベ

:

ぐ
フ
：ィ
.ッ
シ
ャ
ー
は
尙
以
上
の
因
杲
關
係
を一

般
的
R
次
め
如
く
要
約
す
る
、
:;
;
.
:

.「

常
態
^
於
.て
は
：物
儐
水
準
は
.策
換
方
程
式
中
.の
そ
れ
典
外
；の
總
：

H
:

の
壤
素
の
參
響
次
命
る
で
韋
冲
貨
繫
最
ヒ
预
金 

E

比
率
が
’

一

定
欢
る
場
合
に
：は
、
一
雪
は
生
t

て

舊

■

影
響
赢
る
フ
へ
此
此
率
は
一
部
商
雞
景
の
影
舊
で 

ぁ
る
、：：
貨

幣

及

预

舍

證

速

度

は

一

部
商
業
S

結

果

望

る

。
貨
幣
量
、
預
金
、
'是
，

は
交
^
方
猫
式
の
外
部
の
先
行
的
原
因
の
影
響
で
あ
る
。
以
.土
を
槪
觀
オ
ボ
ば
；；.
.; *
幣
遺
の
變
他
は
vl
f
r.
R
方
て
は 

物

價

べ

此

列

的

變

化

を

渡

起

す

る.i

數
暈
說
の
眞
迦
R
:調
觸
げ
る
•̂
の
艰
爾
哟
を
^
廣
見
丄
得
ず
^
ば
^

誉

論

R
達
す
る 

oL
g .

.

, 

../へ

.

ぐ
.■
:
,-
.
.
.■

:

ゾ
:'
■

'

:

....い

(

8

)

，w
i

s
h

e
r

,

碁

'

p
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3
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:v
'

k
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處

'
:
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へ
- :
:

-

.
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:

:
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V 
.

瑞
典
のI

後
濟
學
潑
グ
ス
タ
フ
‘

力
ッ
セ
ル
も
價
値
論
^
觸
れ
ず
し
て
比
例
學
說
^
到
達
せ
る
一
人
で
あ
る
。

.

力
ッ
：
，セ

,

の
貨
幣
價
値
論
は
彼
の
價
格
構
成
理
論
の
如
く「

稀
少
性
の
原
理

J

5 :

出
發
點
ど
す
，る
0
力
ッ
セ
ル
に 

從
へ
ば
價
格
は「

杣
象
的
計
算
目
避」

，
で
計
算
は
れ
る
。：斯

る「

貨
幣
目

®

」

は
車̂

貨
幣
價
値
の
相
»
的
高
度
を 

決
定
す
- 5

^

過
ぎ
ず
、
，そ
れ
自
身
は
可
變
的
な
も
の
で
あ
る
。
價
格
の
絕
對
的
隊
度
は
貨
幣
目
盛
^
於
け
る
ー
免
貨 

幣
單
t e

を
確
定

.

す

：る

事

、

「

杣
-

.

鼾
_

沮
霉
| _

:*

確
定
ぼ
名
靡̂

#

つ_

_

#

沈
得
ら
れ
る

0

⑴「

i-
l

l

l

a

^

l

l^

*」 

は
此
價
格
目
織̂

於
ヤ
通
洲
：す

.

る
发

_

年
救

_

對
.

し
て
一
定
の「

稀
少

®

」

め
存
す
る
揚
合̂

^

み̂

^

^

#

1

窄
ぼ

.

.

第

二

十

四

卷

(

二
 

ニ
五〕

貨
幣
動
態
價
値
論
槪
觀 

第

七

號

一

三
七



.m
ニ
十
四
卷a

1
1

H
C

貨
幣
動
應
憤
値
諱
m
觀 

第
七

绒

士
 
ー|八

,

，
る

：-
$
支

:.
»
手
段
の
量
が
狂
意
^
|
?減
さ
.れ
«
名
場
合
^
狀
價
格
構
成
^
對
し
て
何
等
の
限
界
が
存
在
し
.な
い
。
足

0
て

芄

拂手：：

段

供

給

め.一

宠
衰
量
的
限
界
は
«
乎
.な
名
儐
格
_

,
貨

幣

^
財
_貨
戈
の
間
の
平
衡
の
木
可
缺
的
前
提

僻
件
で
あ
る 

O
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a

,

p

s
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2
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と
：
：

，
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3〕

. .cas§
e】，

a, a. O. s. 
3
0 0
2

、

力
ッ
セ
ル
に
從
へ
ぼ
、
斯
る
貨
幣
の
價
格
目
盛
の
確
定
の
問
題
は
自
由
鑄
造
の
金
屬
本
位
に
於
て
は
金
屬
の
價
格 

を
闽
定
す
る
，事
に
依
つ
て
解
決
3
れ
る
、
蓋
し
金
屬
の
價：$

は
例
へ
ば
戰
前
の
獨
逸
に
於
て
，は
一
馬
克
は
ニ
七
九
〇 

分

の1

进
の
金
ビ
:*
定
3
れ
、
斯
る
貨
幣
k
;對
し
て
は
無
制
艰
支
拂
力
が
陚
與
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
證
券
貨
幣
の
. 

稀
#
性
は
：|
:
_
定
最
高
顧
を
制
限
し
、
：领
定
金
庫
^
於
け
る
兗
換
義
務
に
依
つ
て
保
證
夺
取
る
。，
自
由
鑄
造
の
場
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落
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れ
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猶
勒
算
目
盛」

の
安
定
を
維
持
す
る 

爲
め
^
は
是
等
の
稀
少
性
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
鈒
行
預
金
の
稀
少
性
は
芷
; «
兌
換
義
務
ゆ
規
定
^
依
っ
て
生
す 

る
o
豐
宵
な
る
支
拂
手
段
の
洪
給
3
る
、
場
合
^-
ば
正
貨
に
對
す
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又
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條
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鈒
行
の
货
出
狀
對
す
巧
需
要
は
之
ゼ
對
し
て
耍
求
さ
る
、
利
率
把
依
つ
て
‘左
右
^
れ
る
ノ
鈒
行
利
举
を
人
エ
的
に
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然糖歡に別下

0
る
輝
は
、
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本
市
歡
に
淤
け
ぶ
资
本
の
|
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撕
綠
外
取
衡
を
擬
赢
於
を
、
：蓋
し
柳
率
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鈒
行
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.'汊
現
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資
本
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す
る
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す
か
ら
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お
る
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即
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行
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掘
手
段
⑷
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貨
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猶
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す
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鈒
行
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ぐ
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接
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の
供
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拂
手
段
供
給
比
結
局
利
率
政
策
に
依
夕
て
潰
嘗
偾
嗔
士
決
定
し
得
谷
鈒
行
の
權
ヵ
に
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ら
斯
す
る
が
.吹
^
観
る
^'
而
も
金
本
位
^
於
て
は
銀
行
支
拂
芊
段
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曼
ぬ
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兌
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義
務
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限
ざ
れ
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又
兌
赖
義
務
は
銀
行
支
拂
手
段
の
過
度
の
發
行
に
對
す
る
最
後
の
芽
段
ヤ
ぁ
る
。：
此
處
^
於
て
鈒
行 

割
引
步
合
の
高
ば
疋
常
な
る
場
合
に
於
て
は
流
通
貨
幣
景
を
決
览
す
る
も
の
^.
ぁ
が
。
强
制
流
澉
&
純
紙
幣
本
位

 ̂

於
て
は
■
■中
央
銀
行
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其
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率
政
策
に
依
つ
て
支
拂
手
段
供
給
を
任
意
^
統
制
す
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幣
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總
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拂
手
段
供
給
の.

.
I

定
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度
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，前
提
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す
る
事
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貨
繁
删
が
增
.加
し
他
の
支
拂
手
段
に
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化
な
さ
場
合
^
は
貨
幣
價
値
は
其
影
響
尤
麻
ら
ざ
る
を
得
ず
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の
論
據
^
甚
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ヵ

ッ
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斯
る
關
係
を
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字
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賢
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值
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.
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る
が
、

.ft
點
^
於

1:
.他
0:
比
例
學
說
<
相
異
す
る
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ム
ベ
ー
タ
ー
は
價
格
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成
の
心
理
.
 

的
前
提
に
立
入
る
事
を
不
必
要
な
6
ど
し
、
唯
價
格
の
み
を
認
_
す
る
。0>
柳
の
學
說
の
中
心
點
を
爲
す
も
の
は
主 

體
‘で
は
^

く
經
濟
財
の
數
量
關
係
で
ぁ
る
0

8
シ
ユ
ム
.
ベ
ー
タ
ー
は
貨
幣
の
本
質
t「

指
圖」

ど
解
釋
し
、

全
賈
的
財 

貨
ど
し
て
の
貨
胳
理
論
を
拒
矜
す
る
^
至
つ
た
0
:從
つ
て
シ
.
ユ
A
ベ
ー
タ
丨
^
從
へ
ば
貨
幣
價
直
は「

商
品
貨
幣」
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交
換
惯
値
で
は
な
/、
、
收
入
堪
位
の
膦
質
カ
に
外
な
'̂

な
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タ
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丨

は「

或

經

濟

期

間

中
^

消
費
？
る
；、
：享
有
財
の
價
格
が
數
量
ょ
ゲ
成
る
泰
產
總
額
は
收
入
總
額 

ど
同
等
に
考
.へ
.得
る」

^

の
論
據
に
龜
き
、
，收
入
總
额̂:
社
會
的
生
產
物̂

の
.間

の「

基
礎
方
程
式」

.
を
フ
ィ
> 
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ャ
ー
の「

交
換
方
程
式
1_
ど
外
觀
上
.全
然
同
樣
な
る
數
理
的
形
式̂

表
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珠
は
經
濟
年
度
に
於
て
私
的
營
利
目
的
に
役
立
た
ざ
る
國
家
及
其
他
の
.團
體
の
收
入
を
含
む
.國
民
經
濟
の
總
て
の 

經
濟
主
體
の
所
得
總
额
、
M
.は
流
通
貨
幣
量
、
U
は
貨
幣
平
均
流
通
速
度
を
意
味
す
る
。
方
程
式
の
右
邊
の
m
m2
 ̂

は
個
々
，の
使
用
財
及
消
費
財
の
鐘

丨

_

此
場
合
經
濟
期
間
を
超
越
.し
て
存
續
す
る
使
用
財
^
就
て
は
部
々
の
新
生 

產
の
正
常
的
數
量
が
観
察
^
れ
る
1

又

?1
内
^
は

そ

れ

讓

の

價

格

：あ

ム

.ど
す
る
。̂
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ユ
‘
ム
ぺ
ー
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ー
は
貨
幣
の
流
.通
速
度
を
國
.民
經
濟
的
生
産
期
間
K
於

9
同

^
貨
#
單
位
が
消
.费
界
ょ
6
再
び
消 

费
界
R
循
環
ず
る
度
數
で
あ
る
ど
.爲
t

o

'

yィ
ッ
シ
ゲ
ー
は
貴
幣
C
JH
貨
广
補
助
貨
及
*
行

#

^
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預

金

の

み

を

考

虛
 

す

る

が

、

シ.ユ
ム
.ぺ

ー

タ

ー

：
の

貪

幣

の

»
念
は
實
際
貨
幣
た
る
も
Q
V
.

(

.事
實
J1
質
幣
0
役
割
を
.演

ず

-5
:
も
の
、
又
交 

換
手
段
ど
し
て
職
能
を
爲
す
も
の
總V

.

を
包
含
ず
る
.
0

3從

P
て
貨
幣
£

て
：流
通
す
る
商
品(

自
由
に
鑄
造
及
0 

解
^
得
を
全
價
的
金
貨
：即
ち
正
貨)

、
又
.あ
ら
ゆ
る
種
類
の
商
品C

砂
糖
、
珈
琲
、
.荼
等)

も
乙
れ
等
が
交
換
手
段
^
し 

て
使
用
さ
れ
、
ば
貨
幣
ビ
.認
め
，ら

れ

-5
;
。
/
|£
に
全
價
的
金
貨
及
銀
貨
、
;-
'
補
助
貨
、'
.
_幣
、
:'
'銀
#-
-券
及
振
替
勘
定
、
.
6 

後
に
事
實
上
貨
幣
の
役
割
.を
演
ず
.る
あ
ら
^
る
種
類
，の
信
用
物
件
其
他
も
貨
幣
に
屬
す
る
。.
之
に
反
し
て
流

通

せ

ざ

 

る
貨
幣
は
®
礎
方
程
式
の
貨
幣
量
ょ
6
除
外
3
る
可
き
で
あ
る
、
，蓋
し
か
、
る
貨
幣
は
此
瞬
間
に
於
：て
は
貨
幣
の
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な
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前
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ぱ
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生
産
額
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生
產
额
良
身
の
側
め
要
素
の
戀
動
^

依
0

て
は
變
動
せ 

ず
、
蓋
し
商
品
量
及
價
格
の
何
れ
■

卿
^> 
0

柳
當
ぜ
ふ
他
の
商
品
量
及
價
格
.

$

變
動
化
依
0 ;
.て
相
殺
^
る
べ
さ

で
あ
る
。」

又
貨
幣
®

及
流
通
速
度
が
生
產
額
の
.先
行
的
變
動
把
做
0

^
變
動
：ず
ー
る
事
ば
同
：樣
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前
撒
の
$
^
於
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方
裎
式
の
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邊
の
變
動
、
.又
貨
幣
的
：原
因
の
、あ
>̂
-氣
5;
;
俄
用
ば
.直

接

咚

8
ズ
弓 

量
及
流
通
速
度
の
變
雕
は
右
邊
に
於
け
る
之
に
相
當
せ
る
祖
產
额
办
變
動
お
歡
起
す
が
4

ビ
服
じ
て
？
般
^
は
貨
敝 

量
：の
增
加
が
己
の
流
澉
速
度
の
減
少
一
に
傲
0
て
.平
均
さ
る
、
於
如
&
* '
:
出

な

い

^

貨

幣

量

若

1,
:
く
は
流
通
速
度
の
增

加
ぼ
か
办
巧
叫
等
ゆ
個
々
或
は
總
體
の
%■
の
S

增
加
ヒ
齎
ら
す
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三
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生
產
辙
の
變
動
は
貨
幣i

R
、
.
文
貨
幣
« '
の
變
動
は
生
產
鄉
ぬ
影
響
沾
お
ぼ
ず0ぬ
^

し
，§
^

(1
!

の
眞
の 

決
定
の
^

礎
は
^

ロ5
0:
侦
に
#.
.
匕
、.，
又
貨
幣
最
は
物
價
水
準.及
生
產
« :
g

®
動
の
：獨
立
的
原»
サ
な
い
€
0.
章
味
^

於
：て
'、：
貨
ff
量
は
*
幣
的
原
«
化
.順
«
せ
ず
ヒ
結
論
す
，る
事
は
出
來
攻
い
。
物
價
ヒ
貨
幣
.量
ど
の
間
に
は
交
互
作
用 

■が
；存
す
る
。
物
懷
は
貨
幣
素
裳
產
の
收
録
荦
,

S

て
：そ
の
4

を
決
定
ザ
る
此
意
味
化
於
^
金
貨
瀵
は
物
1

,決 

定
1
、
同
時
に
物
偾
は
凌
貨
量
を
決
定
す
^

。.

金
貨
最
は
唯
物
.價

-5
:
決

定

す
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-
5
:の
み
な
^
ず
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時
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前
者
は
後
者

R

順
應
す
る
。
€
..;
.

ニ
. 

■. 

?
>!
'
■
' 

- 

■ ■ 

-
, 

■
■ 

V 

;:
'一. 

- 

(00. 

wcllumpet.elv a. 

F o. S
.

.o
>9
7

: 

...■.
 

' 

..”.
：

へ
.
-へ.
:.
■■

'

.

.■、

(

9
.

〕

•>
.
,

s
&
u
m
p

-<T)telv. a, 

a* .0, s. 

6

の 7

•
パ
.
.

: -

シ
a

VA
:

ベ
ー

タ
1

は
貨
！£
赠
_

妁
最
名
生
奥
な
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蚤
價
的
佘
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貨l

g
、

國
家
紙
幣
及
銀
行
券
の
增
加
k
 

就
で
觀
察
す
る
々
.
金
貨
が
新
戈
^

«
造
3

る
、
場
合
^

は
社
會
的
生
產
物
化
對
す
る
指
|
1
:抵
增
加
：̂

-5
が
、：
社
#
的 

生
產
働
は
增
加
し
な
.い
フ
社
會
似
新
淦
貨
の
所
有
者
^

對
し
ャ
彼
が
反
對
給
咐
を
爲
念
义
る
^

拘
蚀
&
ず
給
付
を
爲 

す
事
を
强
制
^

れ

る

々

：
淦

：の

新

需

要

は

物

«

水
準
の
上
昇
、：
收
ス
軍
位
め
潰
' *
的
灼
容
: 0
减
少
、
又
主
觀
的
貨
幣
價 

値
め
下
漭
を
招
X

?
蓋
じ
貨
幣
単
#

此

對

し

て

：ょ

み

少

き

商

品
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得

る

权

至

る

か

ら
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あ
.る
。
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：1
々
：增
加
せ
石
貨
幣
が
享
有
財
の
獲
猶
狀
用
ひ
ら
石
^

場
合
代
は
ゴ
享
有
财
の
價
格
が
騰
貴
し〜

享
有
財
販
賣 

者
の
收
入
增
加
を
通
.^
て
1
:
:般
物
價
が
騰
貴
す
15
:°

此
結
果
^

し
：て
：1
»
的
^

輸
^

の
增
伽
が
ズ
從
9

て
疋

貨

の

流

 

出
が
起
：る
。
：金
貨
幣
量
が
吸
收
さ
る
、
迄
胸
價
は
騰
貴
す
^
。_:け
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四
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一T.

'

增
加
せ
在
貨
幣
が
生
產
財
の
獲
得
^
用
ひ
ら
る
、
場
合
^
は
生
產
財
の
價
格
が
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
之 

は
次
享
有
財
の
^
來

:^
影
響
を
及
ぼ
す
:'
°
然
ん
合
め
社
#
的
作
用
は
比
：較
的
微
弱
，で
あ
る
、
蓋
し
そ
の
價
格
騰
貴
は 

徐

々
B
現
は
れ
い
芡
勞
働
者
^
收
ズ
は
生
：策
財
市
場
衣
衆
け
'
-6
價

格

-*
貴
め
結
：深
顧
に
屏
つ
て
居
^

消
:«
爾
*

-#
:0
.
合
: ^

祗
反
對
R
生
產
勘
市
場
1

6.起
る
價
格
騰
貴
^
際
1>
:て
生
ず
.る
.も
の
は
國
民
經
'»
的
浪
費
.で 

は

;^
ぐ
節
約
で
あ
る
ノ
其
貨
幣
收
入
が
昇
ら
ず
、
若
し
く
は
同
程
度
^
昇
ら
ざ
る
階
級
の
現
實
收
入
の
減
少
ゃ「

强 

制
的
節
約」

；
ビ
余
儀
な
<:
'
せ
1>
め
ノ
#

つ
て
*
る
階
級
勿
購
買
ヵ
妃
依
存
し
て
居
:0
龙
消
費
財
の
生
產
は
生
產
财
の 

生
產
'^
狗
妙
'ら

れ

，
る

。
：
生

產
'0
:增
^
は
か
く
て
再
び
-«
格

'0
>

' 1
裕
-5
:
齋
&
す
？
：か

'>
る
生
產
^
使
用
^
る

、
金
屬
貨 

幣
增
加
.の
作
用
は
、
；
疋
货
在
高
雄
加
の
爲
め
セ
可
能
ヒ
な
.れ
る
鈒
相
券
發
行
增
加
の
：結
杲
更
に
大
^
な
る
0
發
券
鈒 

行
の
«
出
肽
增
加
し
ァ

他
の
銀
行
も
！

P
; -
方
針
を
猓
る
事
を
余
儀
孜
X
さ

れ
':
>
:
:玆
杈
於
て
利
率
は
低
落
す
石
。■

.利
率 

が
低
下
‘せ
ざ
石
揚
合
^
は
、
貨
幣
價
値
を
顧
慮
す
.る
事
苽
:<
鈒
行
の
：決
定
せ
洛
利
率
、/

」

、
,貨
幣
價
値
下
落
め
爲
め
騰 

貴

せ

る

物

-«
ど
の
間
の
企
業
家
.の
.中

間

利

潤

は

生

產

增

加

の

原

因

を

爲

す

。
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デ

紙

幣

，
の

增

加

戈

大

體

k

於
て
金
貨
.增
加
ど
同
様
の
作
用
を
爲
す
。
新
に
加
へ
ら
れ
た
紙
幣
供
給
は
新
貨
幣
最
が
吸 

收
3

る
ゝ
迄
物
價
騰
貴
の
原
因
を
爲
す
。
紙
幣
增
加R
與
ら
ざ
る
、
又
對
當
的
に
與
ら
ざ
る
總
て
の
經
濟
主
體
の
現 

實
收
入
：は
玆̂

於
て
腿
縮
3

れ
る
。
國
家
は
か
く
し
て
生
じ
た
物
價
の
騰
貴
に
依
つ
て
更
に
紙
幣
發
行
を
佘
儀
な
く 

3

れ
、
か
.く

て

紙

幣

，發

行

は

「

限

々

な&
螺
旋」

ど
な
る
。
紙
鞭
の.流
通
が
一
定
地
域
に
限
ら
れ
、
.
他
^

流
出
す
.る
の
.
 

不

可

，能

な

る

事

は

11
^

物
價
を
騰
せ
し
0

る
所
以
芩
な
る
が
、
尙
交
易
市
場
に
存
す
多
全
價
的
金
屬
貨
幣
は
流
；出
不 

可
能
な
る
紙
幣̂

代
つ
て
.地
域
外
^

流
出
す
る
0
:
.
.
:
“ 
：

：
へ
バ
ン̂
^

シ
ユ
ム
ベ
ー
ダ
ー
ば
M-
R
鈸
行
貨
#
%•
加
の
貨
幣
便
値
に
及
ぼ
す
影
#-
に
就
て
詳
細
に
研
究
せ
る
が
、
：彼
は
之
を 

以
て
屢
.>«
起
る
自
民
經
㈣
⑽

恐
慌
の
原
因
ヾ
し
觀
る
ぶ「

彼
^
從
べ
ば
龈
行
貨
幣
ょ
ぅ
貨
幣
價
値
に
對
し
て
獨
立
的
作 

用
が
#
し
、
：鈒
行
貨
幣
は
決
し
て
眾
に
信
用
需
要
^
自
働
的
に
順
應
す
る
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
貨
幣
價
値
變
動
の
獨 

立
的
原
因
を
爲
す
も
0.
で
あ
る
。
又
純
然
た
る
生
產
的
目
的
^
用
ひ
ち
る
、
銀
行
貨
幣
の
增
加
：も
物
價
騰
貴
の
作
用

を

爲

す
;0
'

. 

. 

.
,
.
:
:

■

.
,
.

 

-
 

-
 

:•
 

.
 

.

.

:

ン
-

.

■

,
-
-

:

I (

1 1) 

Schumpeter, 
.
p a. 

0. 

s
,

 

7
0
O
.
V .

, 
'以
上
略
述
せ
る
比
例
學
說
は
貨
幣
價
値
問
題
に
對
じ
て
一
般
價
値
論
を
適
用
せ
ず
、
.需
要
供
瞼
の
數
最
關
係
!-
ク
 

貨
幣
量vj

貨
幣
價
値
ミ
の
比
例
性
^
認
む
る
も
の
で
あ
る
が
、：
之
對
し
て
以
下
述
ぶ
可
さ
學
M
は
貨
幣
價
値
問
題 

k
對
し
て
'
1般
價
値
論
5:
:
適
用
し
、
之
を
解
決
せ
ん
^
す
る
も
の
：で
.あ
る
。
斯
る
學
派
は
.諸
_
流
代
分
れ
て
居
务
。 

珑
論
渚
は
客
觀
價
値
論
の
適
用
纪
依

つ
% :

貨
糌
價
値
問
題
を
解
決
せ
：ん

么

或

論

者

は

生

觀

價

値

を

以

；て
貨
幣
價 

値
決
定
の
菽
礎
ミ
爲
し 

>
:又
：他g

論
者
；は
主
觀
價
値
論
及
#
機
價
値
論
0
rf
衷
的
逾
用
£

つ
で
同
問
題
に
說
明
を 

與
へ
ん
^
す
る
。
吾
人
は
以
土
各
_
流
に
遍
す
る
代
表
的
論
者
の
說
に
就
て
論
述
を
進
め
る
。
„ 

:
;

.
:•
::
:

.ニ
：バ
客
觀
價
値
_
に
碁
<
貨
幣
價
値
_
ィ
：
::
パ
へ 

客
觀
價
値
論
杧
甚
く
貴
彼
價
値
論
^
從
へ
ば
、ぃ
鑛
產
物
ビ
じ
：て
の
.貴
金
屬
貨
幣
め
價
値
は
.他
の
贫
般
財
貨
の
.そ
れ
：
 

の
.如
く
其
生
產
费
R
屈
ク
て
決
定
3

れ

：
る

。
、
.

此
學
派
は
；此
較
的
*
さ
學
說
史
^
屬
す
る
が
、.：：今
日
^

#
で
も
尙
之
-̂ 

代
表
す
る
も
の
^

-;
火
ク
ス
：の「

勞
働
時
陬
«;
値
說」

>
8-
&
找
岛
宅
&
1
:
1
1
6
0
$

が
あ
る
、：
：之
^
從
へ
ば
貨
幣
_の
«
値 

は
.其
生
.產
^
必
耍
な
：る
勞
働
時
間
纪
甚
い
^
決
定
ま
れ
る
、。
生
產
費
說
は
今
日
尙
決
し
て
遵
奉
者
を
失
は
ず
、
形
式

第
.

ニ

十

四

卷
s

l

S

五
，

〕

貨
幣
動
：態

價

偭

験

槪

觀
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浓
•

四

卷

(
n

- :

六)

货

幣

奮

儘

凝

觀
 

.，菸
七
.
號

•
一
.四
八 

は
#

_

に
分
れ
で
居
る
科
、”
璐
.多
0

#

カ
な
各
懊
値
論
者
の
支
持
ど
受
げ
.て
居
る
:.
;0
:

:■;
.マ
ル
‘ク
ヌ
學
派
の
最
も
著
名
な
故
先
驅
者
良
ル
拜
ブ
ー
あ
シ
ダ
及
.■力」

ゥ
ツ
キ
：丨
は
：1

般
R

勞
働
時
_

價
値
說
を
■代 

表
す
：る
が
.、「
之
を
貨
幣
に
適
用
す
.な
に
就
孓
农
代
表
的
學
孝
ふ
觀
岑
事
：が
出
來〈

る
。〉

同
學
»

る
ビ
同
様
：ぬ
貨
幣
價
値
i決
定
に
就
,
％
特
^
貨
幣
0
社
會
的
甚
礎
を
.重
要
視
ず
：る
。

マ
Xヾ 
$

s

^

ば
、
貴
金
属 

貨
择は

：：

一
定
の
獨
立
的
價
値
を
$

る

が

-"
此
價
値
は
其
生
產
^
必
要
な
る
社
會
的
勞
働
時
間
に
甚
さ
、
又
相
對
的 

,
然
的
稀
少
性
、
純
然
た
る
金
屬
狀
態
妃
爲
す
に
寒
す
る
困
難
^
關
聯
す
る
。の
へ
.ヒ
,
ス
> 
丨
デ
ン
グ
及
カ
ゥ
ツ
キ 

!
ば
W
ル
夕
ス
：の
'如
く
貨
幣
を
以
，て
通
會
的
勞
働
時
間
が
直
接
:^
具
體
钯
さ
れ
^
る
も
0」

ビ
觀
察
ず
る
"(2
;
,
.
尙
價 

値

^
し
て
の
財
貨
ばT

定
0
價
格
、〔
一
定
の
貨
幣
量
忆
依
つ
^
表
示
さ
る
同
定
的
勞
働
時
間
：の
4
定

度

^

外

な

ら

ざ
 

を
が
故
^
，
货
幣
^
商
品
1
於
ズ
は
同
量
の
勞
働
時
間
價
値
が
交
換
さ
れ
る
。ヲ
流
通
貨
幣
量
に
對
セ
て
は
財
貨
の 

總
價
额
及
貨
幣
の
流
通
速
度
が
決
定
办
詖
本
を
爲
す
ぷ
從
り
て
流
通
速
度
の
ー
定
な
，る
場
合
：に
は
貨
幣
量
ば
物
價 

水
準
^
依
つ
.て
決
定
含
れ
、
物
價
は
流
■

幣
量
比
依
り
て
決
定
ざ

る
ゝ
も
'の
で
ば
な
ぃ
-:
°
ヒ
：
グ
7
ナ—

チ
ン
ダ
は 

此
關
係
.?:
'
'說
明
し
て
日
く
、「

財
貨
の
總
價
額
及
そ
の
廻
轉
の
平
均
速
度
の
一
定
な
る
揚
合
R
は
流
通
貨
幣
若
し
く
は 

貨
勢
物
資
の
量
.は
其
自
己
價
値
に
左
右
^
れ
る」

⑶
.ビ

o
然
し
力
ゥ
ツ
キ
J
は

又「

金
^
就
て
は
生
產
條
件
の
變
化 

.の
貨
幣
R

1
R-
及
ぼ
す
影
響
は
金
の
不
滅
性
に
依
つ
て
殆
、ざ
感
ず
る
程
度
に
は
起
ら
な
い
、
蓋
し
舊
在
高
は
新
生
產 

に
對
し
て
相
對
的
R-
大
で
あ
る
■か
ら
で
あ
る
.

」

^

ハ

.'
ぃ

.(

が)

M

a

f

d

a

s
 

3
c
a
p
i
t
a
】
,

:.'
r

 

B
d
,

 

S
.

 

§
. 

H

i

lrt
'

r
ds-
^

o

a

s
 

F
i

s
m

k
a

u
-

 

2
- 

I

.

, 

s
.

へ？ 

.
K
a
u
t
z
k
y
,

 b
i
e

 

s
o
z
i
a
l
e

 

R
e
v
o
l
u

'l

r

3
 

ン
 

M
a

r
x

v

 

a
.
o
.
s
.
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6

*

p
* 

p
- 

o
- 

M
M
, 

• 

w
* s.

(

4

〕
Marx, Zur Kritik der politischen

c:konomie, s. 

9
5. 

silferdbg, a. a. a
s
.

 1
1
.
K
i
k
y
,

 a. a. 0. S. 

I
2

.U
1
.

(

6〕
Hi

'̂-rd&g, a. 

p
. 

o
. 

s. 

1
7.

.

?

 

ノ
w 'a

u
t
z
k
y
,

 

a
.

 

p

p

s

.
 

1
1
4
.

へ
叉
ヒ
.衫

ブ

V
.

ダ
及
カ
ウ
ツ
キ
ー
：は
紙
幣
‘の
價
値
.
#
成

を

マ
；，
グ
.：ス
流
の
.價
値
論
ょ
ぅ
說
明
す
る
？

マ
ル
ク 

ス
に

從

：.へ
；
ば

：流

通
最
小
限
度
の
範
圍
內
k
於
て
ば
素
林
價
値
無
さ
貨
幣
は
唯
金
の
代
表
：物
件
即
ち
金
表
券
で
：あ
る
。
 

然
し
ヒ
ル
フ
，"
！
デ
ン
グ
は
龈
調
し
て
.
日

く

、
-)
'

マル
ク
ス
の
如
く
紙
账
の
價
値
を
.素
材
價
値
無
き
貨
幣
k
.依

っ

て

代
 

賢
^
る

、
鑄
貨
の
價
値
ょ
ゥ
間
接
的
に
說
明
す
ベ
.さ
で
f

、直
接
^
社
會
的
流
通
價
値
ょ
6
說
明
す
べ
さ
で
あ
る
、
 

蓋
し
金
の
最
自
身
が
社
#.
的
流
通
價
値
^
依
っ
七
決
定
^
る
、
か
ら
で
.如
：.る」

の

ミ

0
又
カ
ウ
ツ
キ
！
化
從
へ
ば
素 

林
1-
値
，酿
き
貨
幣
の
價
値
は
實
,
之
に
含
ま
れ
た
る
勞
働
R

依 
'っ
で
，決
定
さ
る
、
が
.
の
で
な
く
、
紙
幣
R
依
っ
て
置 

換
ら
る
、
金
の
a ：
を
調
達
ず
る
爲
め
^
社
會
的
R

必
要
な
る
勞
働
^
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。<;
5
>.

:
o
*
J 

HiJfbrd

B-g, 

M
. 

a. 

o
. 

s. 

w

s

.

,

-\
0

0〕

w
p
a
N
Y
y

》
a. a. o. s... 

1
2

2.

ォ
プ
べ
ン
ふ
ィ
マ
！

の
貨
幣
價
値
論
も
客
觀
價
値
論
^
基
け
る
も
の
で
、

マ
，
ク
ス
の
價
値
論
k
修
正
を
划
へ
た 

る

「

勞
動
價
値
說」

：を
採
る
0
オ
ッ
ベ
ン
ハ
ィ
マ
ー
R

從
へ
ば

財
貨
k

於
て
は
マ

,ク
ス
の
主
張
す
る
如
く
同
量
の 

勞
働
時
間
が
交
換
3
る

、
の
で
は
な
く
、
同
量
の
勞
働
價
値
が
交
換
^
れ
る
。
C1
)

彼
は
個
人
經
濟
^
對
し
て
は
客
觀 

的
毀
用
價
値
の
：外
：に
尙
主
觀
的
限
界
效
用
を
認
ひ
る
が
、© 
.「

彼
に
從
^
ば
主
觀
的
使
用
價
値
は
經
濟
理
論
化
屬
せ
：ず
、

第U

十
四
卷
へ
二
三
七)

.
賢
幣
動
態
儐
値
論
槪
觀 

• 

第七號一四九



激
二
十
四
#

c
l
.

一
三
八)

：貨

.幣
動
態
«
値
論
概
觀 

第
•七

號

|
五
0

#
觀
的
創
.造
價
値
の
.'み
が
へ「

經
濟
價
値」

：
で
.お
る
。
費
用
は
經
濟
偾
値
^
^

离
.で
^
ダ 
0難

，
：;

へ

へ

:
:'
;

• 

ノ
 

.

.

. 

■ 

. 

' 

' 

■ 

.

S
.
T 

V 

- 

W
O
N
E
O 

C
D
^
- 

w
.
- 

w
o
^
.
- 

• (

2〕

. 

w
. 

M
N
-

(

>3〕
cppenheime^Thco『il 

免
"
r
eB-
e
n und polidschs

c:konomie, s. 

3
3

3.

市
場
經
濟
^
關
す
'る
ォ
J

ダ

、ノ

ィ
マ
ー
の
理
論
は
純
然
た
る
客
觀
的
の
も
の
で
あ
るc

彼
は
市
場
價
格
をr

靜

態
價
格J

V
C
「

動
態
儕
格」

V
J
.
K
區
別
す
る
。「

靜
態
價
格」

；に
はr.

靜
態
競
爭
價
柩」

ど「

靜
態
獨
占
價
格」

ど
が
存
す
る
.。

靜
態
競
爭
價
格
は
古
典
學
者
吵
所
謂
自
然
價
格
ど
同
ブ
で
あ
^

動
態
價
格
-
—

乙
れ
に
も「

動
態
競
爭
價
格」

，fj

「

動
態
獨
占
價
格」

ど
が
存
す
る一

は
靜
態
價
格
を
繞
っ
て
移
動
す
る
價
格
で
あ
る
。S

'

,
.
.

,

.

(

4) 

o
p
p
e
Eheimer, 

W
e
r
t

 .und. K
a
p
i
t
a
l
p
r
o
,

 
s. 

2
1
. 

.

ォ

^

ン
ス
ィ
.マ
I
は
彼
の
費
用
價
値
說
を
其
儘
貨
幣
の
上
k
適
用
す
る
。
' 彼
に
從
へ
ば
貨
幣
.の
靜
態
競
#
價
取 

即
ち
自
然
價
格
は
長
期
^
涉
つ
て
變
動
す
る
貨
幣
價
値
の
重
心
^
餘
ず
％

の
で
あ
み
.。@

其
價
格
ば
自
绀
鋳
造
制
度 

の
貴
金
属
本
位
^
於
で
は「

社

會

的

息

.要
|

劍
造
價
値」
か
純
然
た
る
客
躲
的
見
地
ょ
I

れ

ば

そ
の
創
造
島 

さ

れ
た
る
勞
働
時
間
に
依
つ
て
.決
定
さ
れ
る
。
6
同
制
度
に
於
け
る
貴
金
*
貨
sf
、其
他
任
意
K
增

加

し#-
る

財

貨

の
 

靜
態
競
爭
偾
格
他
、
备
の
生
產
を
市
場
が
尙
必
要
ど
す
る
最
も
不
利
な
る
條
件
の
下
^
生
產
す
名
生
產
者
に
從
ふ
0
§ 

そ
の
收
益
が
生
產
者
に
產
出
費
用
を
報
償
ム
を
の
勞
働
カ
出
費
^
相
當
な
る
悅
入
を
與
冬
る
最
も
不
利
な
る
地
位

 ̂

あ
る
、
而
^
尙
需
製
^
對
し
て
必
要
な
る
鑛
山
が
貨
幣
の
靜
態
競
參
價
格
を
決
定
す
る
⑶

* 

ハ5
o
.
:
.
、

，

'
o
p
p
e
n
h
e
i
s
e
r
,
H

cr
'
o
o
r
i
e

 bsw.,'w,49:5- 

.(<o) 

. oppenh
e
l
m
e
r
,

 .a. 

a. 

O. 

s. 

4
SS'.

(

7) 

oppenlleim

r&r, 

c
n
d 

Kajpi.talprofli, 

S. 
6
00
.

.

'
'
'
,
'

(

8) 

..oppoheimer) 

p
. 

p
. 

0

*'
.
g
.厶OJ
.
. 

; 

.COOJOPDenheimer, Theorie.

a;sw., 

S
'
4
S
0
.. 

-

:
又
貨
響
の
n
靜
態
獨
占
慎
格
し
も
有
6
得
る
。
制
限
鑄
造
の
貴
金
屬
本
位
^
於
で
、
若し國家がじ

V

愼 

®
な
る
鑄
貨
政
策
^
依
つ：

て
交
易
，の
必
要
ビ
ず
る
ょ
办
少
袅
貨
幣
量
を
發
根
す
る
時
ば
、，
貨
紙
_
獨

占

價

格

^

裂

さ
 

得
る
。
：：然
(;
國
際
交
易
比
於
.て
比
斯
る
金
屬
貨
幣
は「

鑄
造
利
益」

無
&:
靜
態
價
格
$:
:
有
す
.る

：の

み

、
ノ

蓋

し

茲

に

於

 ̂

ば
貨
幣
は
總
セ
商
品
^
し
'て

取

扱

は

.
る

 

>
か
ら
,
ぁ
る
^

國
家
は
獨
占
者
^
し
て
_
徵
貨
幣
疋
素
#-
價
値
勢
さ
_
 

幣
を
獨
占
價
格
に
基S

.
V

發
行
す
る
事
が
出
來
る
。：
蓋
し
發
M
せ
る
經
濟
が
必
要
:̂
也
る
充
分
な
る
量
が
交
換
手
段 

が
競
带
價
格
^
依
ダ
て
得
ら
れ
なS

揚
合
^
は
撖
占
價
格
に
依
つ
て
歡
な
げ
：れ
ぼ
扔
ら
ぬ
か
ら
で
ぁ
.る

00
;
'」

.

.r s
l o
J

'

、o
p

p

sp"
2.
s
a>
,-
t
*
.
'
^
o>
»—
«
<-
t
-
w
i
H
t
s
c
h
a
f
&
c
h
e
s
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r
c
M
V
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.
'
s
.
2
5
^
.
.
.
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'
ぃ.
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.
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:
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'
■
:
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•
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.
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:

貨

幣
. 0
.:.
~
1動
態
價
格
.
5
即

.?
>

市
.揚
價
格
は
靜
態
.價
格
、「

童
心
.
岑
し
て
の
.創

造

價

値

」

ゼ

中

心

^
し
尤
移
動
す
ふ
名
の 

で
ぁ
る
；

g

，
そ.
の

1
:

は

本

來0
.

靜

態

價

格

を

繞

る

價

格

の

動

搖

で

ぁ

气

そ

の

一

：
一

.は
貨
幣
の.！
！.態

價

格

の

變

動

^

し 

て
、

之
：は

貨

幣

の

生

產

蹙

變

動

の

結

果

V
J:

じ

て

現

は

れ、
，
貨

幣

其

物

の

靜
.態
.價
格
；の
變
動
を
招
く
。
貨
幣
偾
格
變
動 

仍

曲

線

：は
他
.の
商
品
の
そ
れ
ぜ
同
樣」

で
ぁ
み
。：.
然

じ

貨

幣

の

市

場

價

格

が

：坐
產
價
格
を
繞
つ
て
動
搖
す
.：る
振
幅
は
比 

較

的

大

狀̂

て
：

そ.の
波
動
は
長
く
高
い
^

貨
幣
：.で
商
品
ヒ
の
交
換
^

於
，て
ば
同
量
.の
費
用
價
値
が
费
換
3

る〜
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十
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i

:動
態
價
砥
論
槪
觀
I 

第
七
.號

f
.3
E

!
l

が
故
^
>
:貴
金
屬
の
社
會
的
れ
必
要
な
る
創
造«
値
變
動
の
結
果
^

し
て
.
'の
貨
幣
^

交
換
價
倐
の
5|
.貴
若
し
く
は
下 

落
は
摘
品
麻
交
換.價

値

寒

落

若

し
X

は
騰
貴
^

招
か
ね
ば
衣
.ち
^

ザ

,.
:

.
；
允
^̂
^̂
^

>

 
.

I

:浴 

f

 

l

e

u

 

J

 

s._ 4
9
,
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:
::: t
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u
へ

.
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,

.
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.

.
'

，.ベ
：
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 ̂

,

軍

道

，
S

I
 

:.

/
 

く

:
.
' 

-

:

,

恐
慌
の
時
期
^

於

：
て

は

貨

幣

の

動

德

價

格

.'は
他
の
商
品
^

同
.樣

片

全

.
，
姜
 

大
な
る
振
幅
を
以
て
流
れ
るo
_
‘有
效
需
要
ど
商
品
在
高̂

の
間
^

離
齡
.の
生
せ
る「

病
的
.經
濟」

の
販
賣
恐
«
^
於
て 

は

、，
貴
.金
屬
本
位
の
.行
は
、る
：、
場
合̂

は
貨
幣
は「

計
‘算
貨
幣」

；(R
e
c
h
e
^
^

突
然
變
ず
ふ
ocl
-
o
:
.
.
.

金
^
對
_ヤ
る
歡
要
_
も
の
供
給
が
'
|览
な
み
.
^
拘̂
は
ら
ず
非
常
に
多
ぐ
な
々
、.
'藤
％
每
日
變
動 

す
る
:;
0
,此
揚
合
^

$
健
康
經
濟」

の
價
値
测
度
宂
る
許
算
貨
幣
ょ
气
病
的
«:
ぼ
の
常
に
傲
値
を
»
ず
る
澉
品
貨
幣 

が
生
尤
る
。、.貨
幣
の
：購
罵
カ
の
昴
騰
は
總
て
の
他
の
商
品
が
過
剩
は
莽
す
务
結
果
で
あ
る
ぢ
貨
幣
の
» ;
買
カ
の
.昂
1
 

ょ
.ヶ
苒
谈
金
^
對
少
る
需
要
が
生
じ
：、
.
.之
ば
.吏
ゆ
金
の
：藤
費
ガ
の
现
騰
、；
5 1

:

_
发
物
價
の
下
藤
を
結
餘
ず
る
暮
€

^
 

る
^

^
賣
，恐
備
が
儅
册
恐
條
^
鱗
大
す
る
揚
合
^
は
、.

「

計
算
賢
幣」

に
_

す
.ん
_
ら
ゆ
が
換
^

す
る
指
_

^
變
ず
る
$

金
^

依
る
支
.拂
が(

要
求
ざ
れ
、.

^
ぬ
對
す
-る
# :
;

象
：

於
！
； r

しv

紙a

 v
>
^

の「

變
動
價
格」

も
-

 ̂

具
す
る
。V

恐

慌

の

波

は

'資

本

市

場

を

も

肇

ふ

。

一
般
^
資
本
は
金
を
得
ん
が
爲
め

^

販
賣
3

れ
、
金

の

價

格

は
页
に 

騰
貴
し
て
資
本
の
價
値
^

页
に
下
落
す
る
。
恐
懢
は
又
有
價
證
券
市
場
^

も
及
ぶ
。
有
價
證
券
の
下
落
は
金
の
價
格 

を
一
豚
*

貴
せ
し
め
、
從
つ
て
金
の「

變
動
價
格」

は
觅
R

騰
貴
す
る
が
、
結
局
資
本
主
義
經
濟
の「

自
己
調
節」

が
起 

つ
て
漸
次
信
用
.か
安
定
し
？
金
.の
變
動
.價
格
が
下
落
す
る
。
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ぐ
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:
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c
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p
r
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p
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;
■
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. 

そ.
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-
. 

• 

. 

- 

- 

r 

- 

.
' 

! 

■ 

• 

' 

. 
-
 
i

」

：

...

尙
：ブ.：

ッ
ゲ
の
貨
幣
價
値
論
も
察
觀
儐
値
論
^
甚
く
。
彼
^
從

-
ば
自
.甶
鑄
造
:0
貴
金
厲
本
位
化
於
て
は
貴
金
屬
.は 

杏
典
學
看
の
所
謂
任
意
^
增
加
‘し
得
る
財
貨
に
屬
す
る
を
以
.
'て
、
：靜
猶
权
於
'1
:
は

貴

金

屬

め

：
生

產

费

が

貴

金

屬

貨

播
 

:

の
價
値
を
決
定
す
苓
。
之
^
反
し
て
動
態
.に
於
て
は
貨
幣
目
的
及
诽
貨
幣
泪
饷
^
對
.す
る
需
要
供
給
：が
之
を
決
定
す 

る
。(1
)
:
:又
貴
金
屬
に
對
す
る
«
要
_は
，|
定

：
の

物

價

水
.準
^
於
'て
は
金
屬
貨
'#
需
要
に
侬
つ
て
左
右
:3
れ
る
。
.
.

國

象

が

貨

幣

聚

行

の

：獨

古

欞

を

有

す

，る

獨

占

貨

幣

本

位

即

ち

制

限

鑄

造

：

‘の
金
屬
貨
幣
本
位
及
紙
幣
本
位
に
於
.て
は
、
 

貨
幣
價
値
は
他
の
獨
占
財
.貨
：の
.
.價
値
ピ
同
樣
^
そ
の
量
ど
需
要
^
依
つ
て
決
定
^
れ
s
 

P
S

o
. 

§.

• 

.
 

-■ 

!

v

^
 

. 

- 

- 

:
 

-
■

ブ
ッ
ゲ
R
從
：ベ
^

J

般
物
«

の
高
度
^
對
し
て
.は
*
幣

價

値

.、
：
即

ち

交

換

手

段

及

價

値

尺

度

の

兩

職

能

を

果

す

交
 

換

手

，段

：の

價

値

が

決

定

の

德

素

を

爲

ず

。

"：貴
金
.屬
本
位
化
於
,
は

，金

貨

の

價

値

、
：：：
紙

幣

本

位

^
於V

.

は

紙

幣

.の

價

値
 

が：1

般
物
.價

を
■左
右
す
る
.。
：自
由
鑄
造
の
，貴
金
属
本
位
に
於
で
は
價
格
構
成
：に
際
じ
：て
は
金
め
價
値
は
商
品
の
價
値 

ヒ
此
較
净
れ
■■
>
.

總

て

：の

貨

幣

價

格

は

金

價

格

で

あ

る

。

金

：
の

價

値

ほ

¥
般
貨
幣
價
値
に
傳
染
す
る
。8
;
獨
占
本
位
に 

於

て

は

慕

啬

が：

交
易
：：の
.需
！

對
U
て

木

足

：せ

る

結

某

生

ず

る

貨

幣

價

値

の

騰

：貴

：は

，

--
*
般
物
價
R-
影
響
を
與
.へ
る
。
 

各
人
は
.貨
幣
を
所
有
す
る
.必
霉
k

迫
ら
れ
、
.比
較
的
低
廉
な
る
價
格
を
以
'て
財
貨
を
提
供
す
る
事
を
余
«
な
く
さ
れ

る
.

0

(4
''
*

:

.

:

.''
'
V
:
.
'
、

.
.
.

'

•

 

-
.
.
.
.

.
第】 ii

十
®
卷

2
l

m
>

 

.貨
幣
動
態
價
値
錡
槪
觀 

第

七

號

.
一

五
.三



第
二
十
四
卷a

 

5

5

貨
幣
齧
價
値
論
槪
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第
七

號

、
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五
四

C
3) 

Budge, 

p 

p
. 

O. 

S, 

?

V
V
.
寒遺

，
-
 

ベ

.

.

.
。
ノ

；
々

■ハ ̂

.

、
..

ブ
マ
ゲ
の
«
行
貨
" #
理

鹭

從

へ

ば

一

般

R
鈒
行
貨
幣
の
發
行
K
依
0
七
.貨
幣
價
値
は
影
響
を
受
く
る
事
は
な
い
o 

鈒
行
.貨
幣
の
發
行
は
.寧
ろ
貨
幣
價
値
を
安
定
せ
し
め
、
自
働
的
^
貨
幣
の
供
給
を
需
要
^
適
合
せ
し
む
る
^
.
V
J
k '
役 

立0

 

:■財
貨
供
給
.の
.增
加
は
又
總
價
额
の
增
加
を
結
果
し
、
之
.̂
共
紀
交
換
手
段
に
對
す
る
需
要
は
增
加
す
る
o
此 

交
換
手
.段

は

：彈

カ

性

：

あ

る

銀

行

貨

幣

の

形

式

；

^
於
て
創
造
さ

れ

5

0

總
價
額
.の
增
加
は
驟
初
は
唯
手
茛
の
形
式
k
+A
、、
 

け

る

1
時
的
交
換
手
段
の
增
如
を
結
果
す
: 5

の
み
。
.
總
價
額
^
供
に
又
轉
賣
^
依
る
收
益
が
增
加
す
る
.が
汝
^

、

® 

行

益

入

せ

る

過

®
的

交

挚

段

が

.增
加
す
る
。
■

於
て
銀
行
は
鈒
行
利
率
を
引
下
げ
、
信
用
需
要
が
增
加
す

る

。 

割
引
手
形
の
高
が
增
加
し
，
之
は
終
極
の
交
換
手
段
、
銀
行
券
及
預
金
流
通
手
段
—

ず
る
。S 

;
:

.

フ

ク
ゲ
R

從

.
へ

ば

生

產

的

目

的

^

對
す
る
«

行
貨
幣
造
出
は
: &

然
的
.
財
貨
^

對
す
る
供
給
の
增
加
ミ
平
銜
せ
ね
ば 

な
ら
ぬ
。，
從
つ
ゴ
一
般
^

は
貨
幣
價
値
に
は
何
等
の
作
用
を
：及
ぼ
3

苳
い
.

0
§

を
^

民
し
て
若
し
信
用
が
消
®

的

目
. 

的
^

對

じ

て

：
生

：：
ず

る

場

合

^

は
そ
の
趣
を
異
^

す
る
0

,

普
通
財
貨
供
給
の
.
.增
加
せ
る
璩
合
^
は
銀
行
貨
幣
ょ
商
業
手 

形
の

割

引

に

依

つ

’
て

生

產

的

目

的

の

爲

め

^

創

造

3

る

，
が
、

之
は
谶
時
は
於
て
.は
事
情
を
異
^

す
る
。，
戰
時

J 

て
辟
國
民
經
濟
の
生
活
資
料
ば
軍
隊 
>
 

戰
時
エ
.
業
.
の
勞
働
者
等
不
生
產
者
^

消

費
^

れ
.

>

«

ら
ず
し
て
、
反
對
^
生
活
資
料
.の
消
費
が
生
.ず
る
。
同
時
^
.戰
爭
は
新
た
な
る
貨
幣
5:
-必
要
ど
し
、
之
は
銀
行
貨
幣 

造
出
^
侬
0
,
て
行
は
る
>
が
>

そ

れ

.社

生

產

の

增

加

を

伴

は

な

い
°
銀
行
貨
幣
の
增
加
は
軍
需
品
製
造
羽
具
、
取
蒙

の
消
耗
品
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
。
斯
る
方
而
ょ
り

價
格
騰
貴
，は
全
生
產
財
の
上
に
漫
延
す
る
。
物
價
騰
貴
其
自 

身
は
又
國
家
の
紙
幣
發
行
を
增
加
せ
し
め
る
。
通
貨
膨
脹
は
其
自
身
ょ
6
II
I

R
通
貨
膨
脹
を
生
ひ
。e 

.

.
o
o
v
.
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'
B
u
d
g
e
, 

a., a. 

o
.

 

s
.
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o
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.

ー

：
ノ

ゲ

ば.鈒
行
貨
幣
發
行
を
國
民
經
濟
的
恐
慨
：の
.原
因〜

爲
ず
見
解
'̂
反
對
す
る
。
：彼
^
從
へ
ぱ
好
景
氣
及
不
景 

氣
⑴
貨
幣
價
蜂
變
敵
が
物
價
來
準
に
影
響
を
與
へ
得
る
程
永
續
，し
な
：

S
。
.

景
氣
變
動
に
依
る
價
格
變
動
は
，
之
が
假 

令
重
^ :
な

k

§
#
殊
價
格
の
變
動
R
し
て
、

冬

般

物

俱

の

變

：動

で

は

な

"o
.
唯
不
*
氣
が
貨 

幣
恐
«
に
搬
大
し
、
#

用
貨
幣
.
»̂ ;
す
る
信
用
が
：全
然
消
滅
ず
る
場
合
、
從
つV

支
拂
が
本
位
貨
幣
に
於
て
要
求
5 

る

、
揚
合
の
み
貨
幣
價
値
.の
«
動
.が
劳
々
3
る
べ
き
，で
あ
る
.。
然
し
貨
幣
價
値
：の
騰
.翁

及

之

ミ

關

聯

し

て

生

ず

.る
一 

般
物
價
め
卞
落
は
過
渡
的
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
尙
ブ
.ッ
.

ゲ
は
貨
幣
恐
懢
ば
.之
を
不
最
氣
時
代
の
；
般
的
必
然
的
現 

象

ど
し
て
は
認
め
^

い
。

5

.
•

.

.

(

8 )

.へ

：

Budge,, a. 

a
.*
'
,
p
s
. 

75.9
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,

,

■

:
:
,
:
;''

へ.
.…

■'
;
- 

‘
バ
,
'三

:.
折
衷
價
値
說
に
碁
<
貨

幣

價

値

論

'

:

:•
、

••

.
:

費
用
價
«'
說
及
效
用
價
値
說
の
何
れ
^
も
«,
幣
價
値
問
題
^
對
す
5-
滿
足
な
.る
解
答
を
發
見
し
得
ず
^
爲
す
‘
1

部 

の

學

者

は

折

衷

傲

値

詉

の

說

明

?:
與
へ
ん
ど
す
る
9

 :

兹
に
述
べ
ん
，ミ
す
る
?
ド
ル
フ
バ
•
、
ソ

グ

ナ

ー

は

此

學

派
 

R
於
.け
を
最
も
著
明
な
る
代
表
者
のi

人
で
あ
る
。
被
は
塊
國
派
0:
限
界
效
用
說
^
甘
ん
ず
る
を
得
ず
、
需
要
供
給 

0
關
す
る
心
：理
的
要
素
の
：重
要
性
：を
認
め
.、
，一：方
k
於
T'
»
ff
f
の
需
要
«
ぬ
t
以
て
貨
幣
價
値
を
そ
の
時
々
.の
場
合

.

第
二
十
四
卷

(

一，一

四
1

5

貨
幣
動
態
價
値
論
楔
觀 

第
S

一
 

五
a：



'
第
二
十
四
卷C

1
1

四
四)

.
貨
幣
動
態
俱
値
.論
概
觀 

第
七
，鱗

I

五1、
•R
於
け
.る
热
第
數
素
.ミ
爲
t

'
他
方
に
於
て
生
産
費
^
繼
續
的
決
定
要
素w

認
め
、
.此
兩
.方
面
ょo

し
.で
初
め
^
貨 

幣
價
値
決
定
の
問
題
に
對
以
て
滿
足
な
る
解
答
が
興
：

f

レ

を

^
主
張
ず
る
。

ッ
グ
九
I
ば
錄
要
供
給
の
法
則
?:
貨
幣
^
適
用
す
る
^
就
で
：詳
細
あ
る
觀
歡
?.
:

爲

す

。
：，
：
貨

幣

供

給

は

商

品

の

購

買
 

及
戤
勞
^
摩

し

で

支{«
:
^-
'
れ
た
.貨
幣
で
、\

^

^「

^
«;
*

»

t

J、(

p
3
d
u
z
e
n
t
^
n

0r
Q
;
e
a
ヽ
及「

消
費
者
貨
幣
.

』

ベKo
n
-

 

s
i
p
t
e
n
g
e
i
d
)

の
何
れ
：の〗

形
#

^
於
七
％
_
は

秒

る

0?
'
ゴ
ソ
：ゲ
ナ
f
の
所
謂
生
産
者
貨
幣(

或
は
企
業
家
賢
幣《u

n

丨 

t
e
r
n
e
h
m
e
r
g
e
l
a
》〕

ど

は

生

産

者

，

.の
侧
に
於
て
貨
幣
形
式
^
於
け
る
資
本
ど
し
て
生
產
の
遂
行
及
事
業
の
實
行
に
使
明 

3
る
.
>貨
幣
で
ぁ
$;
。(2
)

,
ヮ
グ
ナ
ー
k
從
へ
ば
貨
幣
供
給
纪
對
し
て
問
題
^
な
る
、の
は
實
際
に
生
産
的
支
拂
R
使
用 

さ
る
、
部
分
の
生
產
者
貨
幣
^
し

て

準

備

金

，或

は

在

庫

金

S
し
て
流
通
外
に
在
る
；生
產
者
»
^:
ば
^
際
問
題
^
'
な
ら 

なs

 

O

S又
ッ
:グ

ナ

ー

；
の

所

謂

^

消
費
者
貨
幣
し
ヒ
は
貨
幣
^
依
ク
て
爲
^
れ

；仗

消

費

者

の

：

»
買

及

支

挪̂
用
ひ
ら
る
、
 

貨
幣
に
し
て
、s 

:乙
れ

i

實
際
繼
續
的
变
拂
に一
供せ

.，i

る
：\

f

M

て
の
：み
貨
幣
供
，#
の
«
ぽ
#
殳
を
爲
す
も
の 

で
、'
.家
0
死
藏
さ

S

、
消
費
者
貨
幣
は
然
ら
ず
.ぶ
貨
幣
に
對
す
る
需
要
は
支
柳
猶
豫
；等
の
前
提
次
ぐ
貨
幣
^
依
る
. 

即
時
.の
支
拂
を
要
求
す
る
商
品
及
勤
勞
を
包
括
す
る
9
乙
れ
ば
實
際
貨
幣
^
依
.
?で
'購
胃
さ
る
可
さ
商
品
及
勤
勞
の 

讓
渡
に
對
し
て
支
出
^
れ
た
貨
幣
查
ビ
し
セ
表
は
さ
れ
る
.
，
。
€ 
.

貨
幣
必
宴
.の
程
度
は
貨
幣
の
.需
耍
供
給
に
依
气
又 

•A
ロ
の
增
加
、
良
然
經
濟
の
除
去
の
程
度
其
他
種
々
な
る
要
素
^
依
つ
て
決
定
3
れ
る
0
貨
幣
價
値
、
貨
幣
の
*
質 

カ
自
身
の
騰
落
ば
貨
幣
需
要
の
上
^
之
に
相
當
せ
る
變
動
を
齎
ら
す
。0

.
 

,

^
1
0 w

a
g
n
e
^
s
o
z
i
a
i

otkollomischc Theorie 

des 

Geldes 

u 
ロd

o
c
l
d
w
e
s
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1
5

9.:
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5 )

. Wagner, a. a
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〇
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2
0

6. 

.

.

~\
6 

J wa
g
a
e
^

p
. 

p
. 

o
.

fy
i
. 

2
0
o\
.

.
-
'
.
. 

，.
 
.
• 

、
 

.

-

.

.

.

.

-
 

. 

t 

... 

.
 

•
 

•• 

.、
■

-
 

- 

.

.

.

.
,

「t
o

 

w
arc
l
n
e
r
, 

a. a. 

o
. 

s.; 2
0

7. 

.

'.
■ 

■ 

: 

, 
.■
 
:r.
 

■■

-
 

I
 

- 

■ 

■ 

■■ .

ツ
グ
チ
丨
は
需
要
.供
給
の
法
'則
?:
貨
；幣
.に
適
用
す
る
R
際
し
て
、
貨
幣
供
.給
、
貨
幣
量
及
そ
の
變
動
を
貨
幣
價
値 

決

定

の

：要

素
Y
し
て
重
要
視
せ
る
數
量
：說
の
：形
式
?:
用

a
る
。
即
ち
他
の
事
情
同
一
な
れ
ば
、
®

5

、
而
も
全
貨 

幣

®ょ
ぅ
實
際
k
生
産
者
貨
幣
並
に
消

*者
貨
幣
ヒ
し
て

«

®勤
勞
給

%
に
對
す
る
克
狒
R
供
せ
ら

る

一

ゝ

f
i及か、

 

る
_最
の
變
動
は
貨
幣
價
値
及
备
の
變
動
を
次
の
如
<

決

定

す

：
る

，
、
7

即
A
貨
幣
價
値
は
支
出
^
れ

た

る

，貨

幣

'の

供

給

•
 
•
 

T
 
.
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

. 

. 

-
! 

V 

- 

• 

, 

-

.

.
 

» 

. 
■
 
.
 

■
 
^
 
X
 

• 

• 

•
•
•
-
•
•
* 

■
 
~
 
.4
 

.

.

. 

.

.
-
-
.
-
，
-し

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
•
.
-

が
商
品
.及
動
勞
の
販
賣
者
の
侧
^
於
け
'5
:貨
幣
に
.對
す
名
實
際
の
需
要
ビ
均
*
を
:#
.る

點

に

於

て

变

定

す

.る

パ

又

遭
 

.幣
價
値
は
.上
記
の

貨
幣
量
の
變
to
ヒ
反
對
の
方
向
k

動

き.'
*

而

枣

かゝ
る
*
の
變
動VJ,

反
比
例
の
程
度
R
於

.て

起

る

.

.

.

. 

• 

« 

. 

>
. 

•• 

* 

.-I.:..--.''......、
- 

.• 

V 

V 

——

.

.
,
•
- 

-

.
•^
爲
す
數
盧
說
を
承
誕
す
る
^

-
ぃ
ぺ
'

:

:

:r. 

: •

.
;ふ

r
 

:

';
,
'

'

(

8) 

p
.
. 

p
-
0
*
. 

W
W
W
- 

- ,, 

.
、

.
，
'
，
く

，
：

.ハ
-

'

.
■
,」

：•... 

、

■:

、
又
プ
グ
ナ
I

は
他
方
は
於
光
生
慶
潰
法
則
仝
貨
幣
顧
栽
め
_

賴
的
決
定
要
素
艺
し
て
M

め
皆
之
^
就
て
詳
細
な
石 

說

明

を

與

：へ

る

。

ブ

：グ

ナ

ー

に

從

：
へ

ば

生

.產
費
法
則
?:
直
接
貨
幣
^

適
用
す
る
事
沘
同
*

し
雛
$
、

蓋
し
淦
屬
需
要 

は
數
量
的
は
確
定
せ
ず
？
寧
ろ
金
屬
の
價
値
に
.依
つ
て
左
右
3

れ
、
又
金
屬
の
價
値
從
っ
：て
.又
貨
.幣
需
要
は
常
に
變 

.

動
す
る
も
の
で
あ
る
が
6

で
あ
る
。
.然#

1
:
:
:

定
の
狀
態
^

於

本

又一 ;:

定
の
前
提
の
下
：狀
於
^
肽
生
産
費
法
則
は
間
接

第
二
十
四
'卷

(

1 :
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.五)

'

«

帶
動
態
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價
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論
：槪
觀 

箱
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五
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十
四
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1
.
1

四
六
，

)

.

貨
幣
動
態
價
姐
論
槪
觀
：
 

第

七

號

一

五

、

^
貨
幣
'の
上
^
適
用
じ
得
-5
:
も
の
で
^
結
局
貨
幣
價
値
は
長
期
^
於
で
は
生
谨
費
法
則
：に
支
配
^

れ

:^
(.
9
):、生
產
费 

の
影
響
は
貨
幣
紀
於
て
は
他
の
商
品
の
場
合
^
此
す
れ
ば
甚
だ
徐
々
を
.:
':
'又
佘
$

.0
立
つ
て
起
ら
漆
'い
.、'
,蓋
し
第
1
: 

R
te
^
貨
幣
目
的
に
供
^

れ
若
し
ぐ
從
容
遏
奶
供
眾
れ
得
る
旣
存
の
金
屬
量
.

.VJ

新
產
出
金
屬
量
と
は
相
互
關
係
を
有 

し

、
：：
第
一
ユ
£

銎

屬

價

値

の

權

成

^
僦

^
は

：國

際

的;«
黨
が
澗
遛
ゼ
な
る
が
ら
で
あ
る
，
：此
理
由
ょ
ヶ
金
觸
の
地
方 

的
生
產
费
の
影
響
.は
比
較
的
薄
弱
で
あ
る
o§

ソ
グ
ナ
ー
は「

他
の
事
情
同
.
.

一：

な
る
限C

V
J

 

S
の
前
提
の
下
^
、
新 

生
產
^
對
む
て
ネ
妥
當
な
る
貨
幣
價
値
气
此
新
生
産
の
費
用V

J

の
關
係
の
影
響
に
依
つ
て
貴
金
屬
の
量
特
に
貴
金 

*
貨
畫
の
；量
が
變
動
す
る
限
ぅ
た
於
'て
の
み
公
貴
金
属
■

産
*
法
則
貨
幣
價
値
R
適
用
す
ベ
t

のV

す
る
o
g 

费
用
の
.低
下
ビ
結
局
.平
衡
す
5
.收
益
技
術
が
著
し
く
.改
良
さ
れ
、
豐
翁
在
石
新
鑛
山
が
開
：か
る
、、

場

合

^
は
總
貨
幣 

量
の
增
如
.が

泡

パ

.從
つ
て
前
記
.の
前
提
.の
卞
に
於
て
は
貨
幣
顧
値
の
下
落
が
®

^
 

貴
金
属
の
收 

益
が
私
經
濟
的
本
則
.に
基
い
て
生
；ず
る
も
:0
等

れ

；ば
、
新
逄
出
量
は
貨
嘗
價
値
がj

定
な
る
揚
合
に
は
鑛
山
企
業 

の
收
益
率
^
侬
.つ
て
左
右
3
れ
る
。(1
3

)
然
し
鑛
咄
業
の
.生
產
は
必
ず
し
も
收
益
率
の
原
肌
^

從

つ

て

行

は

れ

な

い

、
 

蓋
し
鑛
山
桊
は
投
猶
的

，性

質

を

有

し

、

^

茲
R

投
卞
3

れ
杧
る
資
本
の
闾
收
困
雛
噂
る
：爲
め
、
比
較
的
不
利
な
る
經 

濟
が
地
仅
R
在
る
鑛
山
も
生
產
繼
續
を
佘
儀
な
く
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。g

貴
金
屬
を
外
國
の
供
給
に
卬
く
國
に
人
ト
、
 

て
は
、
.
生
產
费
以
外
^
尙
外
國
ょ
々
の
調
達
費
が
貨
幣
價
値
に
對
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
驵
由
ょ
6
貨
幣 

偾
値
は
農
業
國
k
於

，て

ば

比

較

的

高

く

、

X
業
國
に
於
て
は
低
.い
。
(1
5

)國
內
生
產
費
は一

國
の
國
民
經
濟
の
具
體
的 

根
本
條
件
に
®
 
く
狀
態
以
外
に
尙
法
律
、
經
營
組
織
及
社
會
狀
態
等
の
作
用
の
影
響
を
受
け
る
o

g

S
.0)

〜Yagn̂
Iva. 
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W
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g
n
e
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,

 

a., a
.

.〇
，S. 

2
2
6
. 

..

、c1 6
.

)

；
 

W
a
g
n
e
r
,

 

P

P

O

.CO

.. 

2
2
6
, 

.
,!
:■
■
■:
.•:
.'
,
.
:•'
.

'

,
■

し

-
'
,
.
'

フ
グ
ナ
ー
の
貨
幣
價
値
決
定
耍
素
に
就
-1
:
の
觀
察
を
.綜
合
す
る
^
、
貨
幣
價
値
は
直
接
^
貨
幣
の
需
要
供
給
に
依 

ぅ
、
又
間
接
^
は
貴
金
屬
の
生
：產
费
に
依
つ
て
決
定
^
.れ
る
。§

需
要
供
給
^
依
つ
て
構
成
^
る
、
時
々
の
貨
幣
價 

値
は
貴
金
屬
.の
生
產
费
を
決
定
.
'し
、
そ
の
收
益
從
つ
て
そ
の
範
圍
を
決
定
す
る
。
か

、
る
事
情
の
下
に
か
く
決
定
3 

れ
た
る
範
圍
に
依
ヴ
.て
.新
生
産
量
は
左
右
3
れ
、
此
新
生
産
量
は
之
が
貨
幣
の
.，需
要
供
給
の
關
係
を
變
動
せ
し
む
る 

程
度
に
於
て
貴
幣
價
値
.
影̂
響
2:
:
與
'へ
る
o
i : 

•
 

, 

V 

U

(

17) 

W
a
g
n
e
r
,

 a. 

a. 

o
. 

s. 

2
2
0
.: 

.

'
-
.
.
■■
-
.

(

ls
w
.
w
a
g
n
e
r
, 

a
，
a
.

て o. 

S
.
.
.
.

2
2
I
,
.
- 

一':.::.：':

:

又
フ
グ
ナ
ー
は
質
幣
量
增
加
の
原
因
及
'作
用
に
就
で
說
明

を
加
へ
s

o
彼

隹

へ

ば

金

屬

潺

ハ

紙

幣

及

貨

幣

代
 

用
物
の
增
加
は
原
則
上
同」

一
の
作
用
?:
爲
ず
。' 
此
場
合
鐵
行
貨
彼
は
特
泛
他
の
貨
幣
代
用
物
ヒ
璩
別
す
べ
&
そ
な
く
、
 

唯
注
意
す
べ
¥
は
生
.泰
者
貨
幣
^
消
費
者
貨
幣
ど
の
區
別
で
ぁ
る
..
'
0
?
*
7
グ
决
丨
.は
生
產
者
貨
幣
ヒ
.消
費
5:
貨
幣
を 

原
因
盼
要
素
^
結
果
的
要
素
^

^
セ
對
立
せ
し
ぁ
る
。(2
0
)
"彼
は
貴
金
屬
貨
幣
乃
至
紙
幣
增
_
が
、
：.貨
幣
資
本
、
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關
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幣
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加
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第
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通
貨
幣
資
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墙
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；
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な
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又
自
然
的
生
產
物
^
對
し
て
.逛

^
大
な
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需
要
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气
價
格
は
騰
貴
す
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、；
之
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生
産
の
僧
加
を
促
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の
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產
R
必
要
な
る
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產
手
段
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勞
働
^
對
す
る
需
要
、
從
つ
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の
價
格
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勞
銀
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騰
貴
せ
し
め
る
、
か
く
て
貨
幣
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加
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^
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す
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主
觀
の
値
論
を
貨
幣
の
値
論
^
適
用
す
る
事
は
比
較
的
近
世
學
說
史
R

M

し
、
を
れ
以
前
の
貨
幣
價
値
論
は
客
觀 

若
し
く
ば
折
衷
價
値
說
に
®
 
く
。
.此
事
實
は
ー
般
^
價

値

及

價

格

理

論

の

發

達

史

を

物

語

る

。

古

來

價

値
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觀
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意
義
は
常
^
重
要
視
せ
ら
れ
た
る
處
で
あ
る
が
、
嚴
格
な
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主
觀
的
栽
礎
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に
建
て
ら
れ
た
る
價
値
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價
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及
ゴ
ッ
セ
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先
驅
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^
す
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國
學
派
、
デ
工
ボ
ン
ス
、
ヮ
ル
ラ
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ガ
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等
の
界
效
用
說
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基
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も
の
で
.あ
る
：
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し
限
界
效
用
說
を
貨
幣
價
値
論
に
適
用
す
る
事
は
、
主
觀
俱
値
論
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ず
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寧
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で
^

へ
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至
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之
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濟
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す
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幣
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濟
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換
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し
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然
意
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か
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若
し
ぐ
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く
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意
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貨
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換
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値
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個
經
濟
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け
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の
效
用
の
程
度
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決
定
せ
ん
ミ
す
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も
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で
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が
、
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反
し
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經
濟
に
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す
る
貨
幣
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程
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換
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價
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貨
幣
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濟
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幣
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要
な
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栽
礎
S
認
め
る
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彼
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個
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的
^
而
的
貨
幣
價
値
、
，貨
幣
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主
觀
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交
換
價
値
は
個
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所

得
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能

關
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^
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,*
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外
面
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。
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然
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濟
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で
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貨
幣
の
主
觀
的
絕
對
徵
値
は
そ
の
購
買
カ
^
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存
す
る
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貨
幣
の
對
外
的
客 

觀
的
交
換
價
値
即
ち
»

買
カ
は
：或
瞬
間
に
於
け
る
交
換
關
係
を
表
示
す
る
ー
定
永
續
性
を
有
す
る
價
格
を
以
て
與
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ら
れ
、る
。
交
換
關
係
は
自
ら
歷
史
的
^

規
定
3

れ
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そ
れ
は
財
貨
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勤
勞
給
付
の
交
換
可
能
性
の
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念
^
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す
る
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。
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の
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動
は
個
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^
對
し
て
職
買
に
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ね
ら
れ
た
る
價
値
額
の
變
動
に
依
つ 

て
說
明
^
る
ベ
く
、
唯
最
後
の
.決
宠
栽
礎
を
.爲
す
^
過
ぎ
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る
商
品
及
勤
勞
の
供
給
の
變
動
に
依
つ
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說
明
3
る
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合
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經
濟
主
微
の
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分
し
得
る
總
價
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し
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貨
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觀
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評
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決
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な
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濟
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濟
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濟
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總
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均
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得
の
增
加
は
外
面
的
貨
幣
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の
傾
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を
示
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の
意
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外
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貨
幣
價
値
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均
所
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ら
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又
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れ
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向
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ら
れ
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又
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落
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同

様

^
貨

幣

價

値

論

を

限

界

效

用

理

論

の

上 

k
築
.

S

た

一

人
で
あ
る
。
’

ゥ

キ

ー

ザ

ー

は

貨

幣

の

r

個
人
的
し
交
換
價
値
今
國
民
經
濟
的
交
換
價
値」

ど
を
區
別
す
る
。
.彼
に
從
へ
ば
主
觀
的 

^

ち
個
人
的
貨
幣
偾
値
は
常
に
交
换
價
値
に

.

し
て

.

使
用
價
値
で
は̂

ぃ
。3

貨
幣
の
個
人
的
交
換
價
値
は
貨
幣
單
位

I

 
て
相
f

る
。(-
,)
'そ
の
：高
：度
は
，|
般

的

偾

-'
«
1法
則
^
從
り
て
限
界
效
^
の
法
則
並
び
^
需

:.
§?
,供

給

：の.法

則

に

依

つ

て

.
決

定

さ

れ
 

る
。
へ
ゥ
ヰ
！
ザ
I
が
供
給
の
法
則
^
從
べ
'ば
、：
«
要
不
變
ば
し
.て
供
給
が
增
加
す
れ
ば
限
界
效
川
は
低
下
せ
ね
ば
な 

ら
ぬ
。00
又
爾
耍
.の
法
則
^
從
へ
ば
、
供
給
が
不
變
な
れ
ば
限
界
效
用
は
需
要
の
大
3
it
依
つ
て
高
低
す
る
。£

主 

觀
的
貨
幣
需
要
は
個
々
の
欲
黛
で
は
な
く
、
貨
幣
に
依
つ
て
達
.せ
ら
る
ぺ
ぎ
全
般
的
欲
望
狀
態
で
あ
る
。
需
要
總
體 

の
增
加
は
個
人
的
貨
幣
愤
値
の
騰
貴
を
齎
ら
す
、
蓋
し
任
意
的
；支
出
の
限
界
が
狹
め
ら
れ
る
み
ら
で
あ
る
。S
個
人 

的
貨
幣
偾
値
の
變
動
は
個
人
的
貨
幣
收
入
の：

變
動
^
際
し
、
又
是
^
.依
つ
.て
：：決

定

：
さ

る

、
貨

幣

需

雙

一

般

物

愤

の
 

變

動
^
際

し

て

起

る

，
。

貨

幣

收

入

に

左

右

さ

.る

、
家.計

的

支

，
出

は

姻

人

的

貨

幣

價

値

變

.動

の

尺

度

：で

あ

る
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ゥ

キ

ー

ザf
は
國
民
經
濟
的
交
換
偾
値
を
更
k
客
觀
的
交
換
價
値
^
主
，觀
的
交
換
©
値
ざ
に
區
別
す
る
。
.貨
幣
の

國
民
經
濟
的
客
舰
的
交
換
偾
値
は
貨
幣
單
位
が
闕
民
經
濟
ほ
於
て
：一

般
物
價
水
準
の
ー
高
に
應
じ
て
表
は
す
效
カ
で
あ

る
デ
又
國
民
經
濟
的
主
觀
的
交
祯
偾
値
は
貨
勝
藥
位
が
國
民
經
濟
に
於
て
,.
:
.
'
1
般
物
價
水
準
を
甚
礎
を
し
て
社
會
の
平

均
的
欲
望
^
對
し
て
：有
す
る
效
カ
で
あ
る
ぶ
.
，而
し
て
右
の
內
國
民
經
濟
的
由
觀
的
交
換
偾
値
は
前
述
の
個
人
的
主

笊

ニ
十
四
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货
幣
動
耀
價
値
論
椴
觀 
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セ
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一
六-

'

觀

的

交

趟
價
値
晶
樣
£

界
效
S

法
則
S

配
I

、
が
、.
.國
民
經
濟
的
置
的
交
換
值
値
は
直
接
限
界
效
n
 

の
法
切
■

は
なS

 

o
そ
れ
■

格
が
.限
界
效
用
に
侬
つV

決
定
^
,る

、
限
I

於

て

の

み

該

篇

摄

つ

て

決

宅 

さ
れ
る
。
'尤
I

れ
は
傲
格
を
介
し
て
欲
望
I

I

係
を
有
し
、
又
價
格
は
.交
換
i

>
實
體
的
偾
値
の
限
界
效 

用
^
侬
つ
て
決
定
^
る
、
が
故
^
、

そ

れ

は

限

界

效

用

ゼ

も

關

係

を

有

す

る

。
，
然

し

此

關

係

を

考

究

す

.る

事

に

依

つ
 

,

て
半
殊
な
客
觀
^
货
•
 

§猶
の
法
則
を
知
る
事
は
3
來
な
い
、客
觀
的
交
換
惯
値
R
は
を
れ
特
有
の
法
則
が
^
ぐ
る
" 

仑
れ
は
貨
幣
の
職
能
ょ
6
の
說
明
し
得
る
。g 

、
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f

f
レ
客
觀
V
I父
換
#
値
は
貨
幣
の
職
能
^
載
く V

J

せ
ば
そ
れ
は
如
何
な
る
職
能
^
截
く
か
。
貨
幣
は
支
^
手
段 

な

る

也

括

的

象

を

以

て

呼

泰

が

出

來

る

。
此

名

稱

は

貨

幣

が

雷

支

拂

手

段

並

泛

讓

支

撃

段

ど

し

て

果 

‘す
諸
種
の
職
能
を
包
含
す
：る
O

S

1

の
交
換
價
値
は
貨
幣
，が
交
換
纪
際
し
て
»
體
的
價
値
ど
交
換
的
に
交
附
3
る 

、
限
6

k
於
て
唯
交
換
.の
中
k
於
て
の
み
構
成

^

れ
る
、
從
つ
て
讓
渡
支
拂
R
於
て
果
す
貨
幣
職
能
.は
交
換
價
«

^
 

何
等
影
響
を
及
ぼ
ー

%

な
い
、
客
觀
的
交
換
價
値
の
大

3

を
.決
定
す
る
も
の
は
專

ら

對
. 1

支
拂
で
ぁ
る
1 0
)
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又
积
复
收
入̂

於
す
る
貨
幣
收
入
の
關
保
が
貨
幣
偾
値
を
決
定
す
る

-

,

か
、
る
關
係
の
變
動
の
結
果
ど
し
て
の 

貨
幣
價
値
下
爆

.

は
利
用
し
得
石
貨
幣
量
の

.

增
加
若
し
く
は
商
品
の
侧
に
於
け
る
變
動̂

依
つ
て
生
じ
得
る
。
過
剩
な

る
貴
金
屬
生
產
若
し
く
は
紙
«

發
行
^

侬
つ
て
需
要
供
給
の
平
衡
は
亂
3

れ
、
自
然
形
式
に
於
け
る
供
給
^
變
化
な 

3
時
は
貨
幣
形
式
よ
り
出
づ
る
需
要
は
增
加
す
る
。g

同
様
に
貨
幣
收
入
が
引
續
き
增
加
す
る

時
は
物
偾
は

騰
肯

す 

る
。g

事
業
手
形
•

銀
行
券
及
小
切
手
等
の
增
加
は
通
常
貨
幣
愤
値
k

何
等
の
變
動
5:
も
起
3
な
い
、
蓋
し
か
、
る 

信
用
手
段
は
交
易
^

於
て
增
加
せ
る
貨
幣
需
耍
よ
6

發
生
す
る
か
ら
で
あ
る
。
§
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.商
品
の
侧
R
於
け
る
變
動
に
他
る
貨
幣
愤
値
下
落
は
、
土
地
收
益
遞
減
に
依
る
费
用
增
加
の
結
果
ど
し
て
の
收
益 

減
少
が
エ
業
棱
術
の
進
步
及
資
本
の
蓄
積
に
依
つ
て
償
は
れ
ざ
る
恶
合
^
起
：.る
：
。

法

產

费

の

增

加

は

土

地

生

產

物

の
 

愤
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
之
は1

般

物

價

騰

，
貴

の

因

?:
爲
す
。
貨
幣
價
値
が
商
品
の
側
よ
6
影
響
を
受
く
る
所
以
は
同 

!

の
效
用
が
よ
$
多
く
の
貨
幣
單
位
に
於
て
表
は
^
る
、

か
ら
で
あ
る
。
，

ゥ
キ
1
ザ
ー
に
從
べ
ば
、
貨
幣
偾
値
の
歷
史
的
變
.動r

そ
の
常
^
下
落
す
る
事
實
は
、
M
史
的
發
達
の
過
程
に
於 

て
自
然
經
濟
が
進
步
し
て
貨
幣
經
濟
に
移
ら
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
事
よ
6
之
を
說
明
す
べ
&
で
あ
る
o
貨

幣

；經

濟

が

發
 

達
す
れ
ば
分
業
の
增
加
'

V」

共
^
貨
幣
^
於
て
評
價
す
ベ
さ
又
計
算
す
ベ
さ
費
用
耍
素
は
常
化
增
加
し
、
之
は
旣
存
の
，
 

侦
格
尺
度
^
從
つ
て
計
算
^
れ
る
。
以
前
に
支
&

せ

る

自

然

經

濟

化

於

て

は

生

產

者

は

生

產

物

の

全

生

產

費

_の

一

部
 

だ
.け
を
原
偾
計
算
k
入
れ
る
、
蓋
し
生
：產
费
の
一
部
は
自
然
«

»
の
利
得
^
依
り
て
償
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し

笫
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動
態
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匸

ハ

八

貨
幣
經
濟
め
發
達
^
共
に
價
格
_
成
要
素
'の
貨
幣
^
於
て
表
：示
^
る
'
>部
分
は
大
？
な
气
貨
幣
は
價
格
を
騰
貴
せ 

し
む
る
ビ
同
時
に
そ
の
量
は
增
加
す
る
デ
貨
^
價
値
の
^
落
は
そ
^

結

果

で

あ

る

^

ぃ 

，
、
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同

じ

，
ぐ

限

界

效

用

說

k

«

く
貨
幣
價
値
嫌
を
奉
ず
る
1
'人
柘
妒
ド
？
4
'ッ
ヒ
•
ク
ォ
シ
•
ミ
4
ざ

：
ス

が

あ

：

る

。：

.
、、、
ィ
.
ゼ
メ
は
先
づ
貨
幣
の
客
観
的
交
換
偾
値
め
發
生
^

就

'1
:
:說
_

ず
る
.。
彼
^

從

；
へ

ば

：今

日

市

場

^

存
す
^
貨
幣 

の
客
觀
的
交
換
價
値
は
旣
^

膝
史
的
^

傳
來
せ
.る
組
成
要
素
を
包
含
す
る
。

貨
幣
の
評
價
は
何
れ
も
そ
の
購
買
力
即 

ち
：そ
の
容
觀
的
交
他
價
値
を
認
識
す
る
?:
ど
比
跋
く
、；

.今a

の

貨

幣

：
の

容

觀

的

凌

換

偾

値

は

生

觀

的

評

愤

を

嫌

じ

て

• 

昨
日
の
そ
れ
^

裳

さ

、

又

そ

：れ

は

觅

k

l

:昨
日
の
そ
れ
^

霖

く

も

；
の.で
、
結
局
同
接
交
換
發
生
の
瞬
問
化
於
け
ス
貨 

幣
の
主
觀
的
使
用
愤
値
k

某
く
。
從
つ
.

V
貨
幣
價
値
は
決
し
て
：貨
幣
の
交
換
手
段
た
る
職
能
ょ
ぅ
派
生
せ
る
評
偾
k
 

茈
く
も
の
で
は
な
く
、
單
^
直
接
的
效
用
物
體
わ
價
値
に
外
な
ら
な
い
o

貨
幣
偾
値
の
本
源
的
出
發
黙
は
主
觀
的
評 

愤
の
結
果
^

外
な
ら
ざ
る
ど
同
樣
^

、
.今
日
の
貨
盤
價
値
も
又
そ
れ
^

外
な
ら
な
い
。
£

.
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■
 

.

三
ィ
ゼ
ス
は
貨
幣
價
値
ミ
貨
幣
の
會
要
供
：給
<£

の
間
^
は
關
係
あ
办
ど
爲
す
數
量
說
の
根
本
患
想
を
重
要
な
る
も 

の
ど
し
て
認
め
る
。(2
)

.

彼
は
貨
幣
需
要
及
そ
の
.
貨
幣
供
給
汶
對
す
る
關
係
ょ
ぅ
出
發
し
、
又
之
を
個
人
の
主
觀
的
評 

侦
ど
結
び
付
く
5

爲
め
^

個
人
を
諶
礎
ど
し
て
論
ず
る
0

貨
幣
の
中
觀
的
評
偾
'
の
變
化
は
個
人
^
於
け
る
貨
幣
在
高 

•か
/

ぐ
の
主
觀
的
貨
幣
需
要V」

一 .

致
せ
ざ
る
場
合
^

起
る
。
自
己
の
貨
幣
需
要
以
上
の
貨
幣
在
高
を
有
す
る
個
ん
ょ
列 

/

ベ
ば
消
*
渚
ヒ
も

X
は
此
較
的
牴
搜
の
欲
望
を
滿
宠
せ
し
め
、：  
'父
企
■
業
家
の
如
さ
は

企
業
の
職
張
、
有
價
證
券
の
収

1

8

-
- 

.

.

. 

- ニ
- 

I
- 

■
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, 

.
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_
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_
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_

得
等
k
命
.け
る
べ
く
、
之
は
貨
幣
を
低
く
評
價
す
る
結
果
で
あ
る
。
然
し
各
«
人
.に
於
け
る
貨
幣
の
需
'要
供
給
關
係 

.
の
變
化
.は

I

般
貨
«
愤
値
の
變
動
R
對
し
て
は
意
義
を
有
せ
ず
、
蓋
し
ー
部
の
個
人
に
於
け
る
變
化
は
他
の
倜
人
の 

反
對
の
變
化
に
依
つ
て
全
部
或
は一

部
相
殺
.
れ̂
る
か
ら
で
あ
る
。
か

、
る
事
情
は
交
易
k
參
加
す
る
個
人
數
の
多 

い
程
眞
實
.ど
な
る
。
：然
し
多
數
個
人
の
主
觀
的
評
.偾
代
對
し
て
同
時
又
は
同
.程
度
で
な
く
^
も

同一
方
向
に
影
響
を 

與
ふ
る
國
民
經
濟
的
の
大
規
模
の
現
象
は
貨
幣
の
客
觀
的
交
換
惯
値
の
變
動
^
對
し
て
決
定
的
影
響
を
與
へ
得
る
。
8

.
C2)

.
 'Mises, 

a. 

a. .0. 

S.: 140.

* 

(

3〕

.
 

Mises, 

a. 

a
.

〇
.s. 

14.0.

個
人
の
主
觀
的
評
價
の
變
化
の
結
果
ど
し
て
、
又
國
民
經
濟
の
貨
幣
在
高
が
增
加
し
而
も
貨
幣
需
要
が
不
變
な
る 

か
若
し
く
は
在
高
增
加
の
程
度
^
止
ら
ざ
る
揚
合
^
起
る
貨
幣
價
値
の
變
動
は
、
實
體
貨
幣
素
材
の
生
產
、
輸
入
若 

し
く
は
表
券
貨
#
乃
至
信
用
貨
幣
の
新
發
行
は
際
し
て
生
ず
る
を
®

y
す
る
o
r
，
貨

幣

增

加

は

同

時

^

多

數

經

濟

主

. 

體
の
貨
幣
收
入
乃
至
財
産
の
增
加
を
意
味
し
、
就
中
表
.券
貨
幣
又
は
信
用
貨
幣
の
；發
行
者
及
‘實

體

貨

幣

素

材

.の

生

産 

者

の

財

貨

增

加
?:
意

味

す

る

。

か

，
、

る

主

體

R
於
け
る
貨
幣
單
位
の
限
界
效
用
の
.低
下
は|

g

要

の

增

加

ヒ

な

つ

.て

市 

場
^
現
は
れ
る
。
需
要
增
加
の
結
果W

しV

財
貨
の
價
格
は
騰
貴
し
、
同
時
k
そ
.の
供
給
者
め
收
入
增
加
を
齎
ら
す
o 

か

、
る
供
給
者
の
收
入
.增
加
め
結
果
^
し
て
仑
の
物
資
^
對
す
る
需
要
は
增
大
し
、，
を
の
價
格
は
騰
貴
す
る
。
價
格 

騰
貴
の
此
傾
向
は
總
て
の
商
品
^
波
及
し
て
行
く
、'
然
し
そ
の
程
度
は
次
第
^
微
弱
ヒ
な
る
。
附
加
的
貨
赞
量
に
最 

:

後
^
見
舞
は
れ
る
經
濟
主
體
の
收
入
減
少
.ょ
>
、
そ
の
間
繼
續
せ
る
貨
幣
價
値
減
少
の
結
果
貨
幣
價
値
騰
貴
^
對
す 

る
傾
€
が
反
對
の
方
向
に
起
る
を
.常VJ

す
。S
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C
4) 

Mises, 

a. 

a. 

o
. 15

0.

(
6) 

Mises, 

a. 

a. 

p
. 

O. 

s. 

1
5
2
. 

' 

*

力
、
る
貨
幣
增
刘

k

際
し
て
貨
幣
價
値
は
決
し
て

*

幣
量
に
正
此
例
し
て
下
落
せ
ず
、
蓋
し
附
加
的
貨
幣
量
は
總 

て
の̂

濟
主
體̂

凿
し
て
同
時
に
起
ら
ず
し
て
一
定
の
團
體
ょ

6

出
づ
る
を
常
ど
し
、
又
個
人
的
評
價
は
吹
ん

;i t

產 

及
欲
蕾
依
つ
て
主
觀
的
に
異
る
か
ら
で
あ
る
。s

ミ
ィ
ゼ
ス
は
ゥ
ヰ
ザ
丨
が
貨
幣
價
値
の
歷
史
的
！

g

動
I

然
權 

濟
ょ

6

貨
幣
經
濟
ベ
の
推
移
の
結
果
ど
し
て
說
明
す
る
事
^

反
對
す
る
。
從
來

.

の

自

然

經

濟

.的

地

域

が

交

換

交

易

^
 

參
加
す
る

S

は
そ
れ
自
身
何
等一
方
的
價
格
騰
貴
を
齎
ら
す
も
の
で
な
く
唯
價
格
の
平
均
を
齎
ら
す
の
み
で
あ
る
。
 

此
場
合̂

は
是
迄
使
用
價
値
を
有
す
る
^
過
ぎ
ざ
ぅ
し
財
貨
は
交
換
價
値
ど
し
て
高
め
ら
れ
た
る
主
觀
债
直
を
保
有 

す
る̂

至
る
。
然
し
貨
幣
の
介
入
の
み
で
は
價
格
は
騰
貴
し
な
い

。

s

 

•

(

6〕
Mises, 

a. 

a
.

〇
.s. 

152
.

(

7〕
Mises, 

p
. 

a. 

O. S. 

174
. 

'

吾
人
は
以
上
貨
蓄
値
決
定
の
_

璧

篇

k

關
す
る
近
世
代

霞

者

§

菅

略

述

し

て

來

袅

、
今
之
を 

槪
觀
す
る
^

當
つ
て
第
ー
k

吾
人
の
注
意
を
惹
く
乙
.ど
は
、
大

體

に

於

て

貨

幣

價

彼

.の

問

題

^

對
し
て
客
觀
1

値
鴒 

を
適
用
せ
る
は
比
較
的
古
さ
學
說
史
^

屬
し
、
次
で
折
«
的
價
値
妃
依
つ
て
解
決
せ
ん
ど
の
企
圖
が
現
は
飞
主 

觀
的
偾
値
論
の
適
用
を
見
る
^

至
つ
た
の
は
此
較
的
近
世
の
傾
向
た
る
己
ど
で
あ
る
。
貨
幣
愤
値
決
定
の
客
觀
的
要 

素
^
し
て
は
生
產
费
及
需
要
供
給
の
關
係
で
あ
る
。
击
來
貨
幣
は
仑
の
價
値
に
就
て
は
ー
般
商
品
せ
同
.一
視
せ
ら 

れ

從
つ
てA

般
商
ボ
の
價
値
ど
同
樣
k

貨
幣
價
値
名
を
の
生
產
費
乃
至
需
耍
供
給
の
關
係
^

睃
つ
て
.律
せ
ら
れ
る

震
'
u

i

i

g

i

g

i

i

i

II
|
I
I|I.

ど
考
へ
ら
れ
た
0
貨
幣
の
生
產
t
が
夺
の
依
値
^
影
響
を
與
へ
る
こ
ビ
は
勿
論
金
屬
貨
幣
に
限
ら
れ
る
。
紙
幣
其
他 

素
材
愤
値
を
有
せ
ざ
る
貨
幣
の
僙
値
は
、
か

、
ろ
貨
幣
の
餒
行
權
が
通
常
國
家
'又
.は
特
诧
銀
行
の
獨
*

k
か

、
る
故 

R
、
獨
*
價
格
の
理
^
依
.つ
て
說
明
さ
れ
る
"
金
屬
貨
幣
^
對

し

て

生

產

费

法

則

を

適

用

す

る

^

就

て

考

察

す

る

に
 

ー
般
商
品
特
に
比
較
的
短
期
間
^
消
费
さ
る
'
か
如
さ
商
品
^
對
し
て
は
仑
の
生
康
费
は
愤
格
^
對
し
て
重
耍
な
る 

要
素
を
爲
す
も
の
で
あ
る
が

、

金
厕
貨
幣
の
資
料
た
る
貴
金
屬
k
於
.て
は
f
の
新
產
出
高
は
蓄
積
高
R
比
し
て
敫
少 

な
る
が
故
に
、貴
金
屬
生
產
费
の
货
幣
偾
俯
^
及
ぽ
す
影
響
は
大
な
ら
ず
、其
作
用
は
長
期
に
於
て
漸
く
感
ぜ
ら
る

、 

程
度
で
あ
■る
。
次

に一

般
商
品
の
惯
格
は
限
界
钜
產
者
の
生
產
费
R
依
つ
て
左
右
さ
るa

を
常
、e
す
る
も
、
金
屬
鑛. 

業
妃
於
て
は
斯
業
が
投
機
的
性
質
を
有
し
、
又
移
動
!1
雛
な
る
多
大
の
0
定

資

產

を

耍

し

、
，
從

つ

て

金

*

の
®

値
が 

を
の
生
產
费
を
割
る
場
合
k
於
て
も
俄
か
k
生
產
を
中
止
し
得
ざ
る
事
情
あ
る
爲
趴
、
限
界
生
產
赞
の
法
則
t
其
儘 

げ
貨
幣
適
用
す
る
事
は
诩
來
な
い
。

：

次
^

需
要
供
給
の
法
則
を
貨
幣
^

適
州
す
る
事
に
就
て
く
あ
る
が
、
之
は
畢
«

數
量
說
の
.
問
題
ど
.な
る
。
所
謂
機 

械
的
數
量
說

m
e

c
h

a
n

i
s

c
h

e

^

に
霞
ぼ
^

&

吕

を
^

從
へ
ば
貨
幣
の
增
加
は
必
然
的
^

吻
價
騰
貴
、
fc
t

l

=

技
t
t

下
然 

を
齎
ら
す
。
貨
幣
價
値
の
卞
落
は
一
般
物
價
の
騰
貴
せ
る
場
合
^

の
み
云
ふ
を
得
べ
く
、
個
々
め
財
貨
の
變
動
ぺ
際 

し
て
之
を
云
，々

す
る
事
は
出
來
な
い
。
洵
k

貨
幣
增
加
が
大
規
模
に
起
6

、
最
初
ょ
6

總
て
の
»
濟
主
體
が
之
に
關 

與
す
る
揚
合
^

は

一

般
物
，價
騰
.貴
が
生
ず
る
^

違
ひ
な
い
。
然
し
他
方
^

於
て
國
民
經
濟
の
或
一
部
の
方
而
k

の
み 

貨
幣
が
過
剩
ヾ」

な
る
事
も
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
f
t

s

果
生
ず
る
財
貨
^

對
す
る
局
部
的
.需
喪
.の
增
加
は
一
部
り
財 

〕

M
 

^

を
騰
貴
せ
し
む
る
に
過
ぎ
ず
、
之
を
以
て
貨
幣
價
値
下
落
ど
云
ふ
事
は
出
來
な
，い
。
又
阈
民
經
濟
信
或
程 
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.ニ

度
の
需
要
增
加
^
對
し
て
は
供
給
5
侧
^
於
七
相
當
叨
佘
地
^
有
.
す

る

を

以

、
て

：、
:

窬

要

の

增

加

は

.必

ず

し

も

價

格

を
 

,騰
:*
せ
し
め
な
卜
。
M

R
需
要
の
對
象
物
が
♦

の
：生

產

猶

加

.R..1

寒

の

；
限

度

を

有

す

：る

：
も

.

の
，

W
、

任

意

：
.
R生

產

を

增
 

.

.加

し

得.る
'も

の
^
依

つ
..：て

も

ぞ

の

偾

格

騰

貴

の

程

度

を

異

杈

す

る

フ

^̂
^

^
貨
幣
愤
値
を
下
落
せ
し
む
る
ど
主
張
け
名
。
；_
揚
合
^
於
^
は「

他
の
.事
情
1»
1

一
 

な
る
限
办
1-
ビ

：
の

前

提

を

有

し

て
 

&
る
^

貨
幣
赞
加
が
^

^
貨
«
愤
値
^
下
落
.せ
し
む
.る
^
云
.ふ
機
«
的
數
量
說
の
主
張
^
對
し
“て

^

へ

無

條

件

に 

同

意

を: ^
し
#
ざ
る
以
上
、
比
例
學
說
の
主
張
k

»
し
て
は
極
め
て
限
ら
れ
fs
る
®
合
^
の
み
承
認
し
得
る
R
過
ぎ 

な
い
。
而
も
を
'の
前
提
た
る他

：：
の
事
精
同
：一
な
る
事
は
經
濟
組
織
が
祓
雜
で
あ
り
諸
般
の
要
素
が
相
互
に
密
接
な
る 

因
果
關
係
を
有
す
る
今
日
^
於
て
は
到
底
考
へ
得
ら
れ
^
る
が
故
^
、
此
前
提
を
不
可
缺
ど
す
る
比
例
學
說
も
赏
際 

的
«
盤
問
:«
^
對
し
て
普
遍
资
常
性
?:
有
す
る
學
說
、ど
認
む
る
事
は
出
來
な
.い
0

ia
R
個

人

的

所

-#
構
成
を
貨
幣
偾
値
決
定
の
某
礎
ビ
爲
す
主
觀
情
値
說
の
主
張
は
如
何
。
此
學
說
k
從
ベ
ば
、
個 

人
的
貨
幣
偾
値
は
個
人
所
得
の
限
界
效
.用

、

.，.一

般

的

貨

幣

偾

値

は

所

得

.
の

序
均
额̂

依
つ
て
決
定

^

れ
る
。
即
ち
f t 

_量
說
が
軍
^
貨
幣
增
加
は
を
の
愤
値
の
下
落
を
招
く
ど
主
張
す
る
に
對
し
て
所
謂
構
成
說
は
個
人
の
所
得
增
加
は
を 

.の

.限
界
效
用
を
低
下
せ
し
む
る
が
故
^
個
人
的
貨
幣
偾
値
を
下
落
せ
し
め
、
從
つ
て
取
得
の
平
均
額
が
|
般
貨
幣
價 

値
を
下
落
せ
し
む
ど
,*
張
す
る
0
然
し
所
得
の
增
加
が
物
偾
を
騰
貴
せ
し
め
貨
幣
.愤
^
を
卞
落
せ
し
む
る
乙
ど
は
增 

加
せ
る
所
得
が
消
廣
に
向
け
ら
る
、
事
を
前
提
ど
す
る
。
若
し
%
加
せ
る
所
得
が
貯
蓄
5
れ

資

本

柳

成

^

尚

け

ら

る

、
場
合
に
は
所
得
の
增
加
が
直
接
^
物
偾
を
騰
貴
せ
し
む
る
事
は
な
い
。
從
つ
.て
_此
學
說
の
所
論
^
も

ス一

定
の
制

.

.限
か
存
す
る
'

?:,
-

;

.

最
近
貨
幣
動
態
價
値
問
題
^
於
て
最
も
甚
だ
し
$
論
#
を
惹
起
し
た
も
の
は
世
界
大
戰
^
依
つ
て
生
じ
た
る
物
惯 

騰
貴
、
貨
幣
債
値
下
落
に
對
す
る
.說
明
で
あ
|る
。
此
原
因
を
或
は
通
貨
め
膨
鹰
^
あ
ぅ
^
云
ひ
、
或
は
財
貨
の
缺
乏 

k
歸
せ
し
め
、
或
は
是
等
双
方
^
在
6

?
王
張
す
る
。
戰
時
中
並
び
化
戰
後
^
於
け
る
物
價
騰
貴
、
貨
幣
•偾
値
下
落 

は
世
界
的
現
象
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
、
程
度
性
質
は
國
^
依
つ
て
趣
を
異
に
す
る
。
先
づ
最
も
甚
だ
し
会
經
濟
的 

打
擊
を
受
け
た
獨
逸
に
就
て
之
を
見
る
^
、
財
貨
の
侧
R
於
て
.は
生
産
の
，減
少
、
不
生
產
的
消
費
の
增
加
、
外
國
品 

輸
入
の
杜
絕
、
通
貨
の
侧
^
於
て
ぱ
軍
需
品
調
達
^
對
す
る
紙
幣
の
濫
.發
等
が
擧
け
ら
れ
る
。
か
ゝ

.
る

事
情
は
獨
こ 

以
外
の
歐
洲
交
戰
國
に
於
て
も
そ
の
程
度
化
差
は
あ
れ
之
を
認
む
る
事
が
出
來
る
"

lI
k
.
H本

、

米

國

等

^

於

て

は
 

歐
洲
交
戰
國
に
代
6
て
世
界
各
市
場
^
對
す
る
財
貨
の
輸
出
、
之
に
對
す
る
正
貨
の
流
入
、
生
產
業
の
發
展
、
勞
鈒 

の
昂
騰
、
逋
貨
及
信
用
吖
膨
脹
は
相
競
つ
て
物
價
騰
貴
、
貨
幣
價
値
下
落
の
因
を
爲
し
た
。
或
^

^
は
か
、
る
現
象 

^
依
つ
て
數
量
說
の
疋
當
な
る
事
が
證
明
^
れ
た
ミ
認
め
、
他
の
：論
考
は
之
を
：：否
定
し
、.
論
_
紛
々
€
し
て
止
む
處 

を

知

ら

な

い

；
？

之

現

存

の

諸

學

說

を

.以
：て
し
て
は
尙
貨
幣
動
態
問
題
を
完
全
に
解
決
.ー
し
能
ば
：ざ

る

證

左

に

は

非

ざ

る
 

か

。

吾

人

は

之
?:
將

來

に

囑

す

べ

さ

で

あ

ら

う

。
'
:

笫

ニ

十

四

卷
:'(

一

完
 

'
一
：

第

七

號

：

T
七

！
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